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東京都心部での関東地震による地震動の強さ分布は、河角(1951)や望月・棈木(1993)など

の結果があり、相対的には殆ど蛇足を要しないと思われるが、何れの結果も評価の条件が

詳細に書かれていないこと、結果の表現が評価当時の技術レベルに依存しており、今日地

震防災に生かそうとしたときには、より明解な資料が要求されることから、本稿では、近

年の調査結果や新しく発掘された資料を用いて再度震度評価を行った。主な結果をまとめ

ると以下の通りである。まず、山の手台地上は一般に震度が小さく大半が５強以下である。

これに対し、震度が６強から７と判定される地域は、１つは下町低地の隅田川の東側の本

所区、深川区、以西の浅草区と下谷区の上野公園と浅草公園を結ぶ線より北側である。下

町低地のうちでも南側の浅草区南部、神田区東部、日本橋区、京橋区は震度が低く、これ

らの地域は現在の上野台地や本郷台地の一部が波によって削られた波食台と呼ばれる埋

没台地が地下に存在する地域に対応する。この他震度の高い地域は、日比谷、大手町、神

田神保町にかけての地域である。江戸時代以前は、日比谷から大手町にかけては日比谷の

入江が存在し、そこに神田神保町方面から神田川の前身である平川が流れ込んでいた。今

でも地下には丸の内谷、平川谷と呼ばれる沖積基底の谷地形があり、それに沿う形で震度

が高い。このように、震度分布は表層地盤の構造と強く関連し、その理解には長年にわた

る土地の人工改変の歴史も重要な情報である。 
 

キーワード：関東地震、東京都心、震度分布、下町低地、山の手台地. 
 

 
1. はじめに 

 

関東地震によって、東京は大火災に見舞われたが東京都心部では火災で焼失するまでの時間に、各警

察署が被害状況を調査し、その結果を警視庁がまとめた資料がある。これらは松澤 1)によりまとめられ、

町丁目別、建物階数別・用途別に、焼失区域、非焼失区域に分けて被害の建物棟数が細かく記載され、

今日に伝えられている。北澤 2)が「東京附近における木造建物被害分布圖」として表した図のデータも

たぶん同じデータからまとめたものであり、この図は、警視庁保安部建築課 3)がまとめた図とまったく
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同じである。これらはいずれも被害家屋の棟数をそのまま図にしたものである。 

このデータを用いた東京都心部での地震動強さの検討は、今村４)が先ず行っている。今村は、警視庁

によるこれらのデータに重きを置き、自らの調査による家屋の良否、種類、土地の震動性状などを合わ

せて考察し震度を評価し、東京市街地震度分布図としてまとめたと述べている。ここでの震度はいわゆ

る静的震度で重力加速度との比の値で表現されている。今村が具体的に、どのようにしてその図を求め

たかは上記の記述以上にはよく分からないが、諸井・武村 5)によれば、おそらく上記の警視庁保安部建

築課の資料と、地震後の余震観測結果による各地の揺れの比較結果などによって、相対的な地震動強さ

を本郷を基準に推定し、さらに本震時に今村式強震計で観測された記録から本郷での推定震度を評価し

て、両者を掛け合わせ震度の分布を求めたようである。 

その後、地震動強さを推定するために、直接町丁目毎に住家全潰率を求めたものとしては、河角 6)と

望月・棈木 7)の研究がある。松澤 1)は自らの報告の中で町丁目毎に住家全潰率を出そうとしたが、震災

前の建物棟数を警視庁や東京市の社会課に聞いても分からず出せなかったと述べ、実数を書いた地図を

作成しているが、河角 6)は、住家全潰率の分母となるべき震災前の建物棟数については、大正 10年の「東

京市各区町村別戸数および人口」という資料から、総戸数を得て住家全潰率を求めたと述べ、同時に総

戸数が建物棟数であるか否かは不明であるとしている。また、北澤の言を引用し、関東地震当時の全潰

は倒れたもので、半潰も立ってはいるが修繕不可能だった。修繕不可能なものを全潰というとして、全

潰及び半潰を加えたものを真の全潰としたと述べている。 

一方、望月・棈木 7)は、分母として、大正 9 年の東京市勢統計表から住居の戸数と人口を抽出したと

述べている。また震度の評価に際しては、木造倒壊率の他に、煉瓦造、ＲＣ造の被害からも震度を評価

し、最も大きな値を対応する町丁目の震度としたと述べている。木造家屋棟数は住宅戸数に等しいと仮

定したと書かれているが、倒壊数については全潰数のことか全半潰数のことか書かれていない。また、

煉瓦造とＲＣ造の被害については、震災予防調査会報告第百号の鉄筋混凝土被害図を、震度を描く基図

にしたとの記述はあるが、もとにしたデータなど詳しいことは書かれていない。 

近年、関東地震の被害データの検討が進み、諸井・武村 5)は、幾つかの重要な指摘をしている。まず、

諸井・武村 5)は、現存する東京市における様々な被害データを比較し、棟数を単位とした集計と戸数を

単位とした集計には系統的な差があり、それらは当時の東京市に集合住宅が多数存在したことによるこ

とを突き止めた。また、国や自治体がまとめた戸数単位の集計において、焼失区域で極端に全潰、半潰

戸数が少ないのは、全潰後、または半潰後焼失したものが含まれていないと考えると説明できるとした。

また、上記の松澤 1)による警視庁のデータは、今村 4)が求めた震度や中村 8)による墓石の転倒率との対

応も不自然ではなく、震度評価に耐える精度をもっていることを証明した。一方、武村・諸井 9)は近年

の調査によって、地質調査所 10)11)による被害調査報告書を確認し、この報告書も震災予防調査会報告書

の諸データと同様、東京都心部の震度分布に関して重要な情報を与えるものであることを指摘している。 

東京都心部での関東地震による地震動の強さ分布は、河角 6)や望月・棈木 7)の結果にたいして、相対的

には殆ど蛇足は要しないと思われるが、何れの結果も評価の条件が詳細に書かれていないこと、結果の

表現が評価当時の技術レベルに依存しており、今日地震防災に生かそうとしたときには、より明解な資

料が要求されることから、再度、震度評価に挑戦することにした。その際、近年の新しい知見や新しく

発掘された資料を加味することは当然である。 

河角 6)は、「当時の物価水準で数 10 億とか 100 億以上とか言われた大被害の上に立つ貴重な経験を、

震災に見舞われたことのない他地方、さらには、最近直下地震の発生が懸念されている首都圏の地震防

災に資したい」と述べているが、全く同感である。 

 

2. データおよび震度の評価 

 

東京市 15区（現在の山の手線の内側と隅田川周辺地域に対応し現 23区の中心部に当たる）で町丁目

毎の震度評価に用いたデータは、松澤 1)によるもので、住宅ならびに店舗（または商店）に分類されて 
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表 1 15 区毎の普通世帯数と木造住家棟数およびその比率 

普通世帯数
Fw

木造住宅
Nw

T9.10.1 T11.12.31

麹町区 11275 12183 0.925

神田区 28503 16335 1.745

日本橋区 20981 18109 1.159

京橋区 29271 19539 1.498

芝区 36464 25379 1.437

麻布区 18746 13722 1.366

赤坂区 11387 11198 1.017

四谷区 15383 9708 1.585

牛込区 25525 18075 1.412

小石川区 31477 22218 1.417

本郷区 26656 17813 1.496

下谷区 42147 28777 1.465

浅草区 57971 30463 1.903

本所区 56768 27337 2.077

深川区 39850 21320 1.869

東京市計 452404 292176 1.548

木造住宅あ
たり普通世
帯数Fw/Nw

 

 

いる全潰棟数ＨT、半潰棟数ＨP である。住家の棟数を評価する際に店舗（または商店）を加えたのは、

当時、店舗を兼ねた住宅が多かったと推察したからである。 

また、全潰率を求める際の分母となる住家棟数については町丁目毎のデータは無いが、大正 13年の第

20 回東京市年表 12)に、大正 11 年当時の木造住宅棟数 Nwが 15 の区毎に集計され、大正 9 年の第一回国

勢調査では町丁目別世帯数Ｆや区毎の世帯数 Fwの集計がある。このため表１のように区毎に木造住宅建

物一棟毎の世帯数 Fw/Nw を計算し、それらが各区内で一様と仮定して、町丁目毎に住家棟数Ｎ(=Ｆ/

（Fw/Nw）)を推定した。 

全潰率Ｙについては、原則としてＹ＝ＨT／Ｎと定義し、後で説明するようにＹp＝（ＨT＋ＨP/2）／Ｎ

を補助的に用いた。河角 6)は関東地震では、半潰も全潰相当だとしてＹ＝ＨT＋ＨP を全潰数と再定義し

て全潰率を評価しているが、諸井・武村 13)の結果から、墓石による静的震度を基準として見た場合、関

東地震の全潰が 1948 年の福井地震と比べ特段きびしい定義であるということもなさそうなので、直にＹ

＝ＨT／Ｎを全潰率と定義した。 

諸井・武村 13) の結果は、同時に福井地震以前の日本の木造住家の耐震性にそれほど大きな時代的変

化がないことも示唆している。震度７の定義を含む現行につながる震度階級は、福井地震後の 1949 年に

改訂されたにもかかわらず、その翌年には建築基準法施行令が制定され、その後建設された全ての木造

住家が耐震構造規定の洗礼を受けたことになる。我が国における木造住家が、このように 1950 年以降、

総体としてしだいに耐震性を向上させてきたであろう事実に鑑みれば、1949 年改訂の震度階級のうち、

特に住家の被害に関する項目については、むしろ福井地震以前の地震に有効であり、それ以後の地震に

対して適用する際には注意が必要という皮肉な結果を生みだしたことになるかもしれない 13)。 

先に述べたように松澤 1)によるデータは、火災で焼失するまでの時間に、各警察署が被害状況を調査

したもので、全半潰後に焼失したものも数えられている。とは言うものの地震直後の混乱の中で調べら

れたものであるため欠落など精度に関する不安が残る。このため、松澤データで住家の全潰数または半

潰数がゼロでも、後で述べる補助資料にそれらが記載されている場合には、その値を加えた。このため、

区毎で集計した値は、松澤データの集計に比べやや多くなっている場合がある。また、町丁目毎にデー
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タを集計すると、もともと母数となるべき住家の棟数が少なく、統計処理そのものに問題を生じること

もある。そこで震度の評価に当たっては、松澤データの住家全潰棟数から計算される全潰率の値を基本

とするが、後で述べるような多少の操作を行って、より信頼性の高い震度が評価できるように工夫した。 

半潰数を考慮したＹpを参考とすることもその一つである。さらにまた地質調査所 10)11)の被害調査報告

や北澤 2)による焼け跡での被害の聞き取り調査結果などを補助資料として用いた。これらの中には個々

の被害の記述だけでなく、全潰率や墓石の転倒率等の情報も含まれている。町丁目毎に以上のデータを

整理し全てを付録に示すことにした。 

震度を評価する方針をまとめると以下のようになる。これらの方針は、試行錯誤の末に決めたもので、

もちろん絶対的なものではない。このため基本原則以外の方針によって震度を決めた場合には、そのむ

ね付録の表の備考覧に対応する番号とともに示した。今後さらに見直しをされる場合の参考に供するた

めである。付録の表では評価した震度を小数点２桁で示されているが、これは 1/4 刻みの意味で、例え

ば震度 6弱（6-）は 5．75（５3/4）、震度 6強（6+）は 6．25（６1/4）を表している。 

 

基本原則：松澤 1)データによる全潰率Ｙを基準に、武村・諸井 14)の関係（震度５－：全潰率 0.1%未満、

５＋：0.1%以上 1%未満、６－：1%以上 10%未満、６＋：10%以上 30%未満、７：30%以上）により震度を

評価する。なお気象庁による震度分布を見れば関東全域がほぼ震度５以上の領域に含まれており、東京

中心部と震源との位置関係から対象地域全域では最低でも震度５-になると判断し、それ以下の震度は定

義しなかった 14)（＋，－は強、弱を示す）。 

 

①全潰率Ｙ=0％（震度５－に対応）でも半潰数を考慮した全潰率Ｙpに、上記の震度と全潰率の関係を適

用した場合、震度が６－以上に判定されるときは、１ランク震度を大きくし５＋と修正する。 

②全潰率Ｙ＝0％（震度５－に対応）でも補助資料に相当な被害の記述がある時は震度を５＋に修正する。

ここで、相当な被害とは、例えば多くの半潰家屋があったり、木造住家以外の構造物に大きな被害が

あるなどの場合を指す。 

③全潰率Ｙが小さい場合でも、補助資料で「被害著し」または「被害稍著し」とある時は原則震度６－

以上または５＋以上とする。また、補助資料に書かれた全潰率や被害状況も考慮し、Ｙによる震度を

修正する。 

④隣接町丁目で地盤の違いなど特別な理由が考えられないにもかかわらず、震度が２段階以上も違うな

ど不自然に震度の差が大きくなる場合、それら町丁目の被害数を足し合わせ平均的に震度を評価し、

それぞれの町丁目の震度とする。 

⑤総戸数が少ない場合（目安 50戸以下）、全潰率Ｙで震度７と判定された時でも、周囲の町丁目の震度

や補助資料の記載内容から見て、震度が大きすぎると判断される場合には６＋に下方修正する。 

⑥総戸数が少ない場合（目安 100 戸以下）、全潰数１または 2程度で震度６－の判定となるときも、周囲

の町丁目の震度や補助資料の記載内容から見て、震度が大きすぎると判断される場合には５＋に下方

修正する。 

⑦総戸数 20戸未満では全潰率だけで震度を決めず、非住家の被害や補助資料における記述ならびに隣接

町丁目で評価された震度を参考に判断する。場合によっては周辺部の町丁目と被害数を足し合わせ、

母数を増やして平均的に震度を評価する。 

⑧墓石転倒率や灯籠転倒率の報告も考慮して全潰率による震度を修正する。その際、武村・諸井 14)が関

東地震に対して求めた墓石転倒率と震度の関係を用いる。灯籠転倒率は目安 1/2 として墓石転倒率に

対応させる。 

⑨総戸数の少ない町丁目では以上の方針に照らし合わせても震度を判定できないところもある。また

“・・・河岸”は一般に川に沿って細長く分布し、周りの丁町目と結果を比較し難いため総戸数 20

戸未満の場合には震度を評価しないことにした。また付録にある水面とは水上生活世帯のことでここ

での震度は当然決められない。 
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基本原則のほか、①-③は、松澤 1)による全潰率Ｙ以外の情報から震度がさらに大きいのではないかと推

定される場合の対応、④は松澤データの欠落で震度を過小に評価する町丁目を少なくするため、⑤- 

 

 

 

図１ 関東地震直前の東京市の地図にプロットした町丁目毎の震度。地図は文献 15）によった。 
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⑦は、総棟数が少ないためにＹをたまたま大きめに評価し、震度を過大評価することを防ぐため、⑧は

墓石などの転倒率の情報を考慮するための項目である。 

松澤 1)によるデータは、諸井・武村 5)が指摘するように東京での被害の全体像をつかむ上では十分な

精度をもったデータであるが、町丁目毎のデータとしては完全なものとはいえず、付録を見ると分かる

ように、深川区の極一部ではあるが、全潰率が 100%を越えてしまうところがある他、同じ町内でも全潰

数が非常に多い丁目の隣に全潰数がゼロの丁目があるといった不自然なところはかなり見受けられる。 

このようなデータの問題点を補うべく、やや客観性に欠ける面はあるが、その分を他のデータで補い、

できるだけ正確な町丁目毎の震度評価をするよう努力した。また⑤－⑦だけでなく、①-③でも震度の修 

正にあたっては周辺の町丁目の評価値も参考にした。周辺の丁町目の震度と有る程度の連続性を確認す

ることも評価の誤りを防ぐ一方策と考えた。 

 

3. 震度の評価結果 

 

3.1 震度分布の特徴と江戸の古地形 

図 1 に評価した震度をプロットした。地図は大正 12 年発行の関東地震直前のものである 15)。地図の

中央、麹町区に「宮城」とあるところが皇居である。その東隣りに丸の内を挟み東京駅が確認できる。

その真北に黒く大きな区域として描かれているのが上野公園で、その東側に隣接して上野駅が見える。

上野駅から北に向かいさらに地図の北辺から西辺に回り込む鉄道が山手線である。山手線はさらに南辺

をまわり東京駅に繋がっている。再度上野公園に戻り、真東に目を転ずると、やや小さい黒い領域があ

る。浅草公園である。その東にほぼ隣接して流れているのが隅田川である。また、皇居から南に向かっ

ては、皇居に隣接する長方形の黒い区域が日比谷公園、さらにその南にある大きな黒い地域が芝公園で 

ある。15区は、中心部の麹町区にはじまり、渦巻状の時計まわりで、北から東にかけて神田区、日本橋

区、東京駅の東の京橋区、さらに芝公園付近が芝区、その西側が麻布区、さらに、皇居の西側から北側

にかけて、赤坂区、四谷区、牛込区、小石川区、本郷区とつづき、上野公園を含む下谷区、さらには隅

田川までが浅草区、隅田川以東は、北が本所区、南が深川区となっている。通常、山手線の内側がいわ

ゆる山の手と呼ばれる地域にほぼ対応し、その東側の地域が下町とよばれる地域である。震度分布の特

徴を下町と山の手に分けて概観すると次のようになる。 

下町は隅田川を東西に挟む地域である。隅田川の東側の本所区、深川区は総じて震度が高く、ほとん

どが震度６－以上で、震度６＋から７の地域も多い。これに対して隅田川の西側の浅草区と下谷区では、

上野公園と浅草公園を結ぶ線より北側では震度が高いが、南側では震度が低いことが分かる。この震度

の低い領域はさらに南に下って日本橋区や京橋区へと続いている。震度が比較的低い日本橋区の中では、

東京駅の東側で震度６－程度のやや高い地域があることが分かる。現在の日本橋川の河口付近である。 

下町では、このように震度の高い地域が面的に広がっているのに対し、山の手では震度の高い地域が

線状に分布する特徴がある。その中で、もっとも顕著に震度が高い地域は、日比谷公園の南側から東側

を通り東京駅の西側の丸の内、さらには皇居を反時計まわりに回るように、神田区の西部、神田神保町

から水道橋にのびる帯である。特に神田区西部では震度７に達する地域もある。さらにこの帯は、西に

のび震度６－が細長く分布している。震度６－が帯状に分布する地域は神田川の流れに対応する。 

再度、日比谷公園を基点に震度分布を見ると、皇居の南の縁に沿って溜池から赤坂見附にかけての地

域で震度６＋が帯状に分布するのが分かる。また、芝公園の南側から西側にかけても震度６＋の分布す

る地域が見られ、この帯は麻布一の橋付近から南に折れて震度６－の帯へとつながっている。これらは

現在の古川の流れに対応する。さらに、震度６＋には達しないが、上野公園の南側の不忍池から北に向

かって根津から駒込にかけて震度６－が帯状に続くのも認められる。 

以上のような震度分布の特徴は、現在の東京の地形よりもむしろ江戸幕府以前の江戸の古地形との対

比で見るとよく理解できる 16)。図 2 は、古文書資料をもとに推定された 1460 年ころの江戸の地形であ

る 17)。太田道灌が江戸城を築いたのが 1457 年である。参考に明治初年ころの海岸線を点線で入れてあ 
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図２ 1460 年頃の江戸の地形。文献 17）により作成。 

 

 

るがいずれも現在とはかなり様相が異なっている。 

いくつか特徴的な点を上げると、まず第一は、現在の皇居の東側では、丸の内付近にまで、日比谷の

入江が入り込み、現在の銀座付近は江戸前島と呼ばれる半島状の砂州であったことである。第二は神田

川の流路が大きく異なっていたことである。神田川は、現在井の頭公園の池に発し、東京をほぼ東西に

流れ、早稲田、水道橋を通り、御茶ノ水付近で本郷台と駿河台を分け、両国付近から隅田川に流れ込ん

でいる。しかしながら、江戸時代以前は平川と呼ばれ、本郷台を突っ切ること無く、水道橋付近で流れ

を南に変え江戸城の東側から日比谷入江にそそいでいた 16)18)。 

日比谷入江から、現在の日本橋川の流路にあたる東京湾への流路変更に関しては、太田道灌の頃との

説もあるが 1６)定かではない。図 2はすでに付け替えが終わった状況である。日比谷入江が埋め立てられ

たのは、慶長 12 年（1607 年）頃、また江戸城を洪水から守り土砂による江戸の湊の埋没を防止するた

め、御茶ノ水付近で本郷台地を掘り割り現在の放水路をつくって神田川を隅田川に直結するようにした

のは、元和 6年(1620 年)、いずれも将軍秀忠の時である 19)。先に指摘した、日比谷、大手町、神田神保

町さらには水道橋から神田川へ続く震度の大きい帯は、まさに日比谷入江から平川の流路に一致するこ

とが分かる。また特に震度が大きい神田神保町から水道橋付近には、図 2にあるように大池という沼地 
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図３ 東京の地形の概観図。①②は図４に示す地盤の断面図の位置。文献 16）の図に加筆。 

 

 

が存在していたことも分かる。 

同様の沼地や池は、溜池から赤坂見附、古川に沿った麻布一の橋付近にもあり震度が高い地域とぴっ

たり一致する。また、不忍池は、現在の２倍程度大きく、池に流れ込む川に沿って根津から駒込にかけ

て震度の高い地域が続いていることも分かる。一方、下町については、浅草付近には千束池と呼ばれる

沼地が広く分布し、浅草区北部の震度の高い地域はこれに含まれる。一方、日本橋区から京橋区にかけ

ては、江戸前島をはじめとする砂州の上にあったためか総じて震度が低い。唯一日本橋区の一部、旧平

川の河口（現在の日本橋川の河口）付近と思われる地域で震度がやや高くなっている程度である。 

 

3.2 表層地盤構造との関係 

 図３は東京の地形を概観したものである 16)。先に述べたように、大きく下町の沖積低地と山の手の洪

積台地に分かれ、山の手の台地は谷を隔てて、上野台、本郷台、豊島台、淀橋台などに別れている。山

の手地域で、震度の高いところが帯状に分布するのは、このような台地を分ける谷に沿って震度の高い 

地域が分布するためで、図３の範囲では、不忍池から根津、駒込と延びる帯は上野台と本郷台を分ける 

谷、旧平川沿いで非常に震度が高かった神田区西部の神保町から水道橋にかけては、本郷台と淀橋台の

間の谷底の低地に対応する。 

 一方、下町低地でも、上野公園と浅草公園を結ぶ線より南側の隅田川西岸地域は隅田川以東に比べて

震度が低いが、このことを説明するために、図 3の①と②の線に沿って求めた表層地盤の東西断面を 
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図４ 表層地盤の断面と激震域（震度の高い地域）との関係。文献 20）の図に加筆。表層の黄色と水色

が沖積層（有楽町層）、濃い色が洪積層に対応。詳しくは文献 20)を参照。 

 

図 4に示す 20)。①は上野公園と浅草公園を結ぶ線の直ぐ南の断面である。図の左端に僅かに見える高ま

りは、上野台を示しているが、上野台の縁から隅田川にかけては、同じ低地でも沖積層が 10m 以下で非

常に薄く、その下にすぐ台地上と同じ洪積層が現れることが分かる。この部分は上野台地の延長上で、

最終氷期が終了した約１万年前から 6千年前の急激な温暖化の時期に海の進入によって上野台地が波に

よって削られてできた波触台地であると考えられ、浅草波触台地と呼ばれている 16) 。地下構造から見

れば、この埋没台地の縁に当たる隅田川より東では、水色で示す軟弱な沖積粘土層が急に厚くなり、沖

積層の基底は－30m 近くに達し、この縁が地震動の強弱を分ける境界を形成しているものと推定される。 

 一方、さらに南方の大手町から南砂に至る断面②も図に示されている。この断面でも隅田川に沿った

位置に埋没台地の縁を確認することができるが、この断面には、その西側にさらに二条の沖積基底の谷

を見つけることができる。西側の谷が丸の内谷、東側が昭和通谷である 16) 。２つの谷に挟まれた沖積

基底の高まりは日本橋台地と呼ばれ、本郷台地の延長線上にできた埋没波触台地である 16)。銀座など日

本橋区から京橋区にかけての震度の低い地域はほぼこの台地上にある。 

 図 3には、この２つの谷の位置も示すが、昭和通谷は浅草台地と日本橋台地を地下で分け、不忍池か

ら根津、駒込へと続く谷底低地に繋がっている。またもう一方の丸の内谷は旧平川から神田川に繋がり、

先に指摘した日比谷から大手町にかけての震度の高い地域に対応し、江戸の古地形で説明した日比谷入

江は、この上に形成されていたことになる。 

 図 5は、地質図上 20)に図 1と同じ震度分布を重ねたものである。図には主な地名を示すとともに目印

とするために、図 3に示す山の手台地の縁を結ぶ点線も示す。この線がいわゆる山の手と下町の境界に

あたり、凡例にあるように、この線より西側の山の手では黄緑、ピンク、赤などで示されたローム層に 



-  - 10

 

 

 

図５ 地質図上にプロットした町丁目毎の震度。地図は文献 20）によった。地質図の詳しい説明は文献

20)を参照。①、②は図３の測線に対応 
 
おおわれた洪積台地とその間の谷を埋める水色の沖積粘土層、東側の下町では、黄色、水色、青などで

示された有楽町層と呼ばれる沖積砂層や沖積粘土層が卓越することが分かる。沖積砂層（黄色）が分布
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する地域は古地形では砂州が発達していた地域にあたり、その下には先に指摘した埋没波触台地が存在

する地域でもある。また図中台地上にはローム層の厚さ、沖積層上では有楽町層の厚さ（沖積基底の深

さに対応）が書かれている 19)が、詳しくは元図を参照されたい 20)。 

 図 5の中央をほぼ南北に貫く、水色の帯が見られるが、これが先に指摘した丸の内谷から旧平川、神

田川と続く低地である。あらためて震度の高い地域とよく対応することが確認できる。その東側の沖積

砂層が卓越する地域が、古くは江戸前島に当たり、地下に日本橋台地が存在する場所で震度は総じて低

くなっている。さらにその東側にある水色の帯が昭和通谷である。昭和通谷の上は丸の内谷ほどではな

いが、震度 6－程度の地域が分布し、先に指摘した日本橋区で比較的震度が高い日本橋川の河口付近（図

2の旧平川の河口付近に対応）は、この谷上に位置する。 

 この他、図１と比較すると分かるように、浅草区北部から隅田川の東にかけての地域はもとより、溜

池から赤坂見附付近、芝公園の南、麻布一の橋付近、神田川流域、不忍池から根津、駒込にかけての地 

域など、震度が高い地域はいずれも水色の沖積粘土層が分布する地域と極めて良い相関があることが分

かる。 

なお、震度が高い地域と地盤の液状化との関係であるが、埼玉県での詳細震度分布の推定の際 22)にも

述べたように、当時の全潰率のきびしい定義や関連の研究結果から判断し、地盤の液状化によって木造

住家の全潰率が大幅に上昇することは考えにくく、今回の結果で震度が高く評価された地点が、地盤の

液状化による見かけのものである可能性は低いものと考える。 

 

4.まとめ 

 

 1923 年関東地震について、東京都の中心部（旧 15 区）の震度の再評価を行った。結果は、従来から

の指摘と大局的にそれほど変わるものではないが 4)6)7)21)、特に、古地形や表層地質、深さが 30-50m 以内

の表層地盤構造と震度分布が明瞭な相関を持つことを示すことができた。また、元にしたデータならび

に、震度の評価過程をできる限り明確に示した点は従来の資料にないところである。 

 実地震の被害記録によって、このように広範囲にしかも詳しく表層地盤と震度の関係が検討できるケ

ースは、近年発生した兵庫県南部地震の神戸地域に匹敵するものである。我が国における現在の住宅の

構造形式や耐震性の違いによって生じるデータの不均質性を考慮すれば、神戸地域のデータよりも関東

地震による東京市の木造住家に関する被害データは、均質性という点からして、震度評価により適した

ものと言えるかもしれない。 

本稿の結果が地震防災において、表層地盤構造の重要性の再認識につながり、表層地盤構造に関する

全国的なデータベース構築の取り組みに弾みをつけることになれば幸いである 23)。 
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Detailed Seismic Intensity Distribution due to the 1923 Kanto Earthquake  

in Tokyo Metropolis (the Former 15 Wards) and 

Its Relation of Subsurface Structures   

 

TAKEMURA Masayuki  

 
Kobori Research Complex、Kajima Corporation、6-5-30 Akasaka、  

Minato-ku、Tokyo、107-8502 Japan 
 
 

ABSTRACT 
Detailed seismic intensity distribution was re-evaluated from the data of damage wooden houses during the 1923 
Kanto earthquake in Tokyo Metropolis. The seismic intensities of most blocks were less than 5+ in JMA scale on 
the Yamanote terrace. They were 6+ or 7 in the east side of Sumida River in the Shitamachi lowland, while they 
were less than 6- in the west side even in the Shitamachi lowland because there is a buried diluvial terrace under 
this region. The other areas where seismic intensity was 6+ or 7 were located along the line of Kanda-Zinbo-cho, 
Otemachi, and Hobiya. According to the old map before more than 500 years, this line was corresponding to the 
old creak of Kanda River and the Hibiya inlet, where a valley was buried under the ground and alluvial soil was 
accumulated very thick. 

 
Key Words: Kanto Earthquake, Seismic Intensity, Tokyo Metropolis, Shitamachi Lowland, Yamanote 

Terrace 
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付表 丁町目毎の被害状況と住家の世帯数 F、全潰数 HT、半潰数 HP、全潰率 Y、YP（違いは本文参照）、

評価震度 I、非住家全棟数（全潰＋半潰の全棟数の意味）。備考の番号は本文中に説明した震度評価の基

準に対応。（1/23） 

 
区 町丁目 補助資料による被害記述

（焼跡聴取調書など：北澤）　（被害調査報告書：地調）
世帯
数
F

全潰
棟数
HT

全潰率
％
Y

半潰
棟数
Hp

全潰率
％
Yp

震度
I

非住
家全
棟数

備考
番号は震度評価基準に対応

（F:世帯数　HT:全潰数）

麹町区 （合計） 11275 259 2.12 113 2.59 200

麹町区 宮城内 内壕の石垣崩壊箇所：桜田門ｰ凱旋道路南口間、凱旋道路南口２カ所、馬場先門前２カ
所、馬場先門南、一ﾂ橋東５カ所。（地調）

65 0.00 0.00 4.75

麹町区 飯田町一丁目 108 0.00 0.00 4.75

麹町区 飯田町二丁目 430 1 0.22 0.22 5.25

麹町区 飯田町三丁目 暁星小学校横の崖地まで大被害なし、崖地にも倒潰家屋認めず、唯低地に古住家倒潰
有り。10番地の木造家屋は、屋根瓦少し剥落、壁に小亀裂位。古い家屋の全半潰数軒。
（北澤）

433 4 0.85 4 1.28 5.25 5

麹町区 飯田町四丁目 飯田町停車場：壁に亀裂程度で大被害無し。（北澤） 376 4 0.98 4 1.48 5.75 4

麹町区 飯田町五丁目 27,31,32,33番地：辺は小住家で古いもの6,7棟倒潰（神田三崎町一帯に比し非常に軽
微）。（北澤）

401 20 4.61 9 5.65 5.75

麹町区 飯田町六丁目 548 5 0.84 4 1.18 5.25 1

麹町区 一番町 五味坂付近：聖愛教会の煉瓦造半潰、木造に大被害認めず。11,12番地：古家5棟位半
潰。井伊邸西側：土蔵2棟屋根殆ど剥落、壁土崩れ落ちる。（北澤）

283 0.00 5 0.82 5.25 ②：相当する被害記述

麹町区 祝田町 丸の内凱旋道：４寸低下。（地調） 0 - - -

麹町区 上二番町 東西に亙る低地大被害無く、土蔵の壁被害多し。住家で傾斜するもの少数、全潰無し。 137 0.00 0.00 4.75 1

麹町区 上六番町 332 1 0.28 5 0.98 5.25

麹町区 内幸町一丁目 被害稍著し（全半潰戸数6%）。被害は二階建鉄筋入り木造、煉瓦張りに多く平屋、二階木
造に被害少。（地調）

9 1 10.28 4 30.83 5.25 11

麹町区 内幸町二丁目 139 0.00 0.00 5.25

麹町区 内山下町一丁目 30 23 70.92 70.92 6.25

麹町区 内山下町二丁目 3 0.00 0.00 6.25

麹町区 裏霞ヶ關 60 0.00 0.00 4.75

麹町区 大手町一丁目 20 12 55.50 6 69.38 6.25 76

麹町区 大手町二丁目 11 0.00 0.00 6.25

麹町区 霞ヶ關一丁目 19 0.00 0.00 4.75

麹町区 霞ヶ關二丁目 14 0.00 0.00 4.75

麹町区 紀尾井町 上智大学：煉瓦造り大学大破。外濠：赤坂見附ｰ四谷見附間　松１本転倒。（地調） 500 0.00 0.00 5.25 1 ②：相当する被害記述

麹町区 元衛町 14 0.00 2 6.61 5.25 28 ⑦：非住家全半潰28棟

麹町区 麹町一丁目 主要動南北、表通に全潰認めず、一丁目2番地裏側の古住家半潰のみ。石造および煉瓦
造は半潰、大亀裂のもの有り、木造家屋は屋根瓦剥落と壁亀裂位で、希に10-15度傾斜
するもの有り。（北澤）

50 0.00 0.00 5.25 ②：相当する被害記述

麹町区 麹町二丁目 主要動南北、表通に全潰認めず、一丁目2番地裏側の古住家半潰のみ。石造および煉瓦
造は半潰、大亀裂のもの有り、木造家屋は屋根瓦剥落と壁亀裂位で、希に10-15度傾斜
するもの有り。（北澤）

94 0.00 0.00 5.25 ②：相当する被害記述

麹町区 麹町三丁目 103 0.00 0.00 4.75

麹町区 麹町四丁目 古家の屋根瓦剥落し、壁に亀裂を生じた程度で大被害無し。（北澤） 108 0.00 1 0.43 5.25 ②：相当する被害記述

麹町区 麹町五丁目 （同上） 79 0.00 1 0.59 5.25 ②：相当する被害記述

麹町区 麹町六丁目 101 0.00 0.00 4.75

麹町区 麹町七丁目 114 0.00 0.00 4.75

麹町区 麹町八丁目 213 0.00 0.00 4.75

麹町区 麹町九丁目 138 0.00 0.00 4.75

麹町区 麹町十丁目 92 1 1.01 1.01 5.25 ⑥により下方修正

麹町区 五番町 251 0.00 8 1.47 5.25 1 ①：Yp考慮

麹町区 三番町 三番町電車通には全潰家屋認めず。靖国神社：本殿、拝殿には被害認めず、煉瓦造図
書館崩壊、同遊就館大破、石灯籠殆ど転倒（北への転倒多し）。（北澤）

129 22 15.78 15 21.15 6.25 8

麹町区 三年町 1番地：全潰家屋2棟（南方に倒れる）。古材による住家、第一震で倒潰。（北澤） 934 14 1.39 4 1.58 5.75

麹町区 下二番町 277 1 0.33 0.33 5.25

麹町区 下六番町 373 0.00 0.00 4.75 1

麹町区 錢瓶町 8 0.00 0.00 5.25 31 ⑦：非住家全半潰31棟

麹町区 外櫻田町 21 0.00 0.00 4.75

麹町区 代官町 26 0.00 0.00 4.75

麹町区 寶田町 0 - - -

麹町区 竹平町 8 0.00 0.00 4.75 ⑦：隣接の代官町等考慮

麹町区 道三町 18 1 5.14 5.14 5.75 1 ⑦：隣接の大手町、永楽町等考慮

麹町区 土手三番町 234 1 0.40 5 1.38 5.25

麹町区 永田町一丁目 （丁目不明）華族女校跡：煉瓦塀（W8寸，H6尺､L29間)倒潰。（地調） 80 0.00 0.00 4.75

麹町区 永田町二丁目 2番地、3番地：付近半潰するもの無く、一部屋根瓦剥落（殆ど新住家）。星ケ岡公園南側
低地も同様の被害。（北澤）

384 0.00 1 0.12 4.75

麹町区 中六番町 255 1 0.36 0.36 5.25

麹町区 西日比谷町 32 0.00 0.00 4.75

麹町区 隼町 200 0.00 0.00 4.75 2

麹町区 平河町一丁目 103 0.00 0.00 4.75

麹町区 平河町二丁目 表通には大被害なく、裏側の古い建物が所々半潰。（北澤） 62 24 35.81 19 49.98 5.75

麹町区 平河町三丁目 （同上） 65 1 1.42 1 2.13 5.75 2

麹町区 平河町四丁目 103 0.00 0.00 4.75

麹町区 平河町五丁目 198 0.00 0.00 4.75

麹町区 平河町六丁目 109 0.00 0.00 4.75

麹町区 富士見町一丁目 九段坂上：煉瓦造り遊就館大破、品川彌二郎銅像転倒。（地調） 278 0.00 5 0.83 5.25 ②：相当する被害記述

麹町区 富士見町二丁目 97 0.00 0.00 4.75

麹町区 富士見町三丁目 靖国神社：石灯籠46基中45基転倒。（地調） 1 0.00 0.00 5.25 ⑧：灯籠の転倒状況

麹町区 富士見町四丁目 36 0.00 0.00 4.75

麹町区 富士見町五丁目 172 1 0.54 1 0.81 5.25

麹町区 富士見町六丁目 74 0.00 0.00 4.75

麹町区 元園町一丁目 312 4 1.19 2 1.48 5.25 5

麹町区 元園町二丁目 277 0.00 0.00 5.25

麹町区 元千代田町 0 - 1 - - 1

麹町区 元平川町 93 0.00 0.00 4.75

麹町区 八重洲町一丁目 33 0.00 0.00 4.75

麹町区 八重洲町二丁目 17 0.00 0.00 4.75 ⑦：一丁目の評価考慮

麹町区 山元町一丁目 82 0.00 0.00 4.75 1

⑦：合計Y=0.6%（F=148,HT=1)、
③：被害稍著し

⑦：合計Y=70.2%（F=33,HT=23)、
⑤によりさらに下方修正

⑦：合計Y=35.8%（F=31,HT=12)、
⑤によりさらに下方修正

⑦：合計Y=0%（F=33,HT=0)

④：合計Y=18.5%（F=127,HT=25)、
被害記述よりさらに下方修正

④：合計Y=0.6%（F=589,HT=4)
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付表 （つづき） （2/23） 

 
区 町丁目 補助資料による被害記述

（焼跡聴取調書など：北澤）　（被害調査報告書：地調）
世帯
数
F

全潰
棟数
HT

全潰率
％
Y

半潰
棟数
Hp

全潰率
％
Yp

震度
I

非住
家全
棟数

備考
番号は震度評価基準に対応

（F:世帯数　HT:全潰数）

麹町区 山元町二丁目 表通には大被害なく、裏側の古い建物が所々半潰。（北澤） 164 1 0.56 3 1.41 5.25

麹町区 山元町三丁目 43 0.00 0.00 4.75

麹町区 四番町 74 0.00 0.00 4.75

麹町区 永樂町一丁目 （丁目不明）郵船ビル７階、丸の内ビル８階、海上ビル（鉄骨煉瓦積）窓間にＸ字状亀裂、
壁の化粧煉瓦剥落、舗道低下。（地調）

5 0.00 0.00 6.25

麹町区 永樂町二丁目 44 25 52.56 52.56 6.25 7

麹町区 有楽町一丁目 （丁目不明）有楽館７階(鉄骨煉瓦積）窓間にＸ字状亀裂、舗道低下（地調） 169 19 10.40 10.40 6.25

麹町区 有楽町二丁目 被害著し（地調） 97 31 29.56 29.56 6.25

麹町区 有楽町三丁目 209 38 16.82 16.82 6.25 13

麹町区 飯田河岸 全潰、半潰等の家屋を認めず（北澤） 59 3 4.70 3 7.06 5.75

麹町区 日比谷公園地 4 0.00 0.00 -

麹町区 水面 41 0.00 0.00 -

神田区 （合計） 28503 1242 7.60 614 9.48 10

神田区　 相生町 47 0.00 0.00 4.75

神田区 旭町 412 0.00 1 0.21 4.75

神田区 淡路町一丁目 242 0.00 1 0.36 4.75

神田区　 淡路町二丁目 242 0.00 0.00 4.75

神田区 和泉町 690 1 0.25 0.25 5.25 1

神田区 今川小路一丁目 １番地：女子職業学校寄宿舎は第１回の地震で全潰、圧死70名。（北澤）　　被害著し。 250 71 49.56 48 66.31 6.75 4

神田区 今川小路二丁目 第1震で滅茶滅茶に全潰または半潰　　被害著し。（地調） 259 40 26.95 49 43.46 6.25

神田区 今川小路三丁目 被害著し。（地調） 60 1 2.91 15 24.72 5.75

神田区　 岩本町 408 0.00 0.00 4.75

神田区 裏猿楽町 67 0.00 2 2.60 5.25 ①：Yp考慮

神田区 裏神保町(通神保町） 被害著し。（地調）　神保町停車場付近：小澤湯鉄筋ｺ煙突転倒。（地調） 176 12 11.90 2 12.89 6.25

神田区 江川町 145 0.00 4 2.41 5.25 ①：Yp考慮

神田区　 餌島町 55 0.00 0.00 4.75

神田区 小川町 432 0.00 2 0.40 4.75

神田区 表猿楽町 第１震で滅茶滅茶に全潰または半潰。（北澤）　　被害著し。（地調） 955 182 33.26 25 35.54 6.75

神田区 表神保町 3番地：東洋キネマは通路中央に突出倒潰圧死2名。道路両側の商店は3,4尺突出傾斜。
4番地通：建物は何れも半壊全壊、牛肉商の2階建は道路へ突出通行遮断、圧死2,3名。
10番地：大通に面する4戸長屋（2階建）は道路中央以上まで突出倒潰。／第１震で家（旅
館）が前面道路へ倒れ。（北澤）　　被害著し。（地調）

723 47 11.34 46 16.89 6.25

神田区 鍛冶町 219 0.00 0.00 4.75 1

神田区 堅大工町 178 0.00 1 0.49 4.75 1

神田区　 金澤町 246 0.00 0.00 4.75

神田区　 鎌倉町 99 0.00 0.00 4.75

神田区 上白壁町 53 1 3.29 3.29 5.25 ⑥により下方修正

神田区　 亀住町 138 0.00 0.00 4.75

神田区 雉子町 322 0.00 3 0.81 4.75

神田区 北神保町 被害著し。（地調） 258 32 21.64 21 28.75 6.25

神田区　 北乗物町 79 0.00 0.00 4.75

神田区　 久右衛門町 82 0.00 0.00 4.75

神田区　 黒門町 84 0.00 0.00 4.75

神田区 五軒町 16番地：商店は南方に道路へ6尺突出倒潰。被害は甚だ僅少でその程度は壁の亀裂又
は瓦の脱落位。傾斜は大体南北方向。（北澤）

572 2 0.61 0.61 5.25

神田区　 小柳町 182 0.00 0.00 4.75

神田区 紺屋町 501 0.00 2 0.35 4.75

神田区 材木町 79 0.00 0.00 4.75 1

神田区　 佐柄木町 290 0.00 0.00 4.75

神田区　 榮町 147 0.00 0.00 4.75

神田区　 佐久間町一丁目 69 0.00 0.00 4.75

神田区　 佐久間町二丁目 被害稍著し（全半潰４%）。家屋は平屋、二階木造相半ば。（地調） 311 0.00 0.00 5.25 ③：被害稍著し

神田区 佐久間町三丁目 （同上） 586 0.00 2 0.30 5.25 ③：被害稍著し

神田区 佐久間町四丁目 （同上） 138 0.00 2 1.26 5.25 ①：Yp考慮

神田区 下白壁町 184 3 2.85 2 3.79 5.75

神田区　 新石町 82 0.00 0.00 4.75

神田区　 新銀町 658 0.00 0.00 4.75

神田区　 末廣町 620 0.00 0.00 4.75

神田区　 須田町 80 0.00 0.00 4.75

神田区　 關口町 21 0.00 0.00 4.75

神田区　 田代町 130 0.00 0.00 4.75

神田区　 多町一丁目 159 0.00 0.00 4.75

神田区 多町二丁目 181 0.00 1 0.48 4.75

神田区　 千代田町 216 0.00 0.00 4.75

神田区　 同朋町 404 0.00 0.00 4.75

神田区　 通新石町 177 0.00 0.00 4.75

神田区 富松町 159 0.00 1 0.55 4.75

神田区　 富山町 177 0.00 0.00 4.75

神田区 仲猿楽町 第１震で滅茶滅茶に全潰または半潰。20番地明治会館：第１震で前面の塔屋倒壊、第2
震で2階東南側の隅３尺口を明く。（北澤）　　被害著し。（地調）

555 156 49.05 8 50.31 6.75

神田区　 永富町 143 0.00 0.00 4.75

神田区　 仲町一丁目 61 0.00 0.00 4.75

神田区　 仲町二丁目 21 0.00 0.00 4.75

神田区 鍋町 被害著し。（地調） 261 4 2.67 2.67 5.75

神田区　 西今川町 25 0.00 0.00 4.75

神田区 西小川町一丁目 西神田警察の庁舎は第１震で傾斜、同署前の小学校（西神田小か）は被害僅少焼失。
（北澤）　　被害著し。（地調）

196 50 44.52 19 52.97 6.75

神田区 西小川町二丁目 被害著し。（地調） 282 101 62.50 28 71.16 6.75

神田区 錦町一丁目 511 3 1.02 3 1.54 5.75

神田区 錦町二丁目 171 4 4.08 6 7.14 5.75

神田区 錦町三丁目 被害著し。（地調） 893 58 11.33 56 16.81 6.25

⑦：合計Y=47.1%（F=49,HT=25)、
⑤によりさらに下方修正
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付表 （つづき） （3/23） 

 
区 町丁目 補助資料による被害記述

（焼跡聴取調書など：北澤）　（被害調査報告書：地調）
世帯
数
F

全潰
棟数
HT

全潰率
％
Y

半潰
棟数
Hp

全潰率
％
Yp

震度
I

非住
家全
棟数

備考
番号は震度評価基準に対応

（F:世帯数　HT:全潰数）

神田区 西福田町 121 0.00 1 0.72 4.75

神田区　 塗師町 87 0.00 0.00 4.75

神田区　 橋本町一丁目 135 0.00 0.00 4.75

神田区　 橋本町二丁目 55 0.00 0.00 4.75

神田区　 橋本町三丁目 83 0.00 0.00 4.75

神田区　 旅籠町一丁目 139 0.00 0.00 4.75

神田区　 旅籠町二丁目 85 0.00 0.00 4.75

神田区　 旅籠町三丁目 83 0.00 0.00 4.75

神田区　 八名川町 58 0.00 0.00 4.75

神田区　 花岡町 1 0.00 0.00 - ⑨：判定不能

神田区　 花田町 51 0.00 0.00 4.75

神田区　 花房町 49 0.00 0.00 4.75

神田区　 東今川町 20 0.00 0.00 4.75

神田区 東紺屋町 371 0.00 1 0.24 4.75

神田区　 東福田町 175 0.00 0.00 4.75

神田区 東松下町 519 0.00 5 0.84 4.75

神田区　 東龍閑町 306 0.00 0.00 4.75

神田区 一ツ橋通町 一ﾂ橋通り：被害著し。（地調） 168 5 5.19 5.19 5.75

神田区　 平河町 21 0.00 0.00 4.75

神田区　 平永町 164 0.00 0.00 4.75

神田区　 松枝町 344 0.00 0.00 4.75

神田区 松下町 117 1 1.49 3 3.73 5.25 ⑥により下方修正

神田区　 松住町 92 0.00 0.00 4.75

神田区　 松田町 94 0.00 0.00 4.75

神田区　 松富町 282 0.00 0.00 4.75

神田区　 松永町 357 0.00 0.00 4.75

神田区 三河町一丁目 149 0.00 1 0.59 4.75

神田区　 三河町二丁目 272 0.00 0.00 4.75

神田区 三河町三丁目 578 0.00 2 0.30 4.75

神田区　 三河町四丁目 135 0.00 0.00 4.75

神田区 美倉町 40 0.00 2 4.36 5.25 1

神田区 三崎町一丁目 被害著し。（地調） 188 37 34.34 14 40.84 6.75

神田区 三崎町二丁目 被害著し。（地調） 213 37 30.31 35 44.65 6.75

神田区 三崎町三丁目 １番地：クリスト教会煉瓦造崩壊。水道橋通付近全部全潰、半潰、方向滅茶苦茶、盆状の
茶碗を回しながら倒れさせた様。道路通行は屋根の上。三崎館木造3階建、日本製氷会
社は滅茶滅茶に全潰／第1震で滅茶滅茶に全潰または半潰。（三崎町三丁目の一小区
域：150棟中、全潰64棟、半17棟、全潰率43%）。（北澤）　　被害著し。（地調）

905 291 56.11 76 63.44 6.75

神田区　 美土代町一丁目 182 0.00 0.00 4.75

神田区　 美土代町二丁目 186 0.00 0.00 4.75

神田区 美土代町三丁目 194 1 0.90 0.90 5.25

神田区　 美土代町四丁目 165 0.00 0.00 4.75

神田区 皆川町 326 0.00 2 0.54 4.75

神田区 南神保町 被害著し。（地調） 234 15 11.19 48 29.08 6.25

神田区 南乗物町 53 1 3.29 3.29 5.25 ⑥により下方修正

神田区 宮本町 神田明神：被害甚だ僅少、岩組の獅子南西へ倒れる。本殿社務所被害無し。高さ10尺幅
5尺富士神社倒壊。（北澤）

161 0.00 0.00 4.75

神田区　 元岩井町 190 0.00 0.00 4.75

神田区　 元久右衛門町一丁目 79 0.00 0.00 4.75

神田区　 元久右衛門町二丁目 37 0.00 0.00 4.75

神田区 元佐久間町 137 1 1.27 1.27 5.25 ⑥により下方修正

神田区 元柳原町 342 0.00 0.00 4.75 1

神田区 柳町 109 1 1.60 1.60 5.25 ⑥により下方修正

神田区　 大和町 256 0.00 0.00 4.75

神田区　 山本町 244 0.00 0.00 4.75

神田区　 連雀町 185 0.00 0.00 4.75

神田区 蝋燭町 194 0.00 1 0.45 4.75

神田区 猿楽町一丁目 １番地：龍明館（旅館）は被害僅少焼失。（北澤） 120 20 29.08 5 32.72 6.25

神田区 猿楽町二丁目 被害著し。（地調） 407 51 21.87 41 30.66 6.25

神田区 猿楽町三丁目 120 8 11.63 23 28.36 6.25

神田区 駿河臺南甲賀町 駿河台、西神田署長官舎は地震の被害僅少焼失。駿河台電車通の両側の商店3軒程度
倒壊。（北澤）

166 0.00 2 1.05 5.25 ①：Yp考慮

神田区　 駿河臺北甲賀町 69 0.00 0.00 4.75

神田区　 駿河臺鈴木町 御茶の水駅付近：線路を挟み土手石垣が崩壊　（地調） 110 0.00 0.00 5.25 ②：相当する被害記述

神田区　 駿河臺西紅梅町 108 0.00 0.00 4.75

神田区 駿河台東紅梅町 ニコライ堂：第１震で塔屋墜落、巨鐘により大穴を作る。（北澤） 116 0.00 0.00 5.25 ②：相当する被害記述

神田区　 駿河臺袋町 43 0.00 0.00 4.75

神田区　 臺所町 215 0.00 0.00 4.75

神田区 豊島町 685 0.00 2 0.25 4.75

神田区　 小出河岸 0 － － － ⑨：判定不能

神田区 三崎河岸 19 5 45.92 45.92 － ⑨：判定不能

神田区　 紅梅河岸 14 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

神田区　 昌平河岸 37 0.00 0.00 4.75

神田区　 鎌倉河岸 46 0.00 0.00 4.75

神田区　 岩井河岸 31 0.00 0.00 4.75

神田区　 柳原河岸 84 0.00 0.00 4.75

神田区　 佐久間河岸 被害稍著し（全半潰1%）。被害は川岸に面す土蔵に多く、木造家屋に少ない。（北澤） 41 0.00 0.00 5.25 ③：被害稍著し

神田区　 鞍地河岸 14 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

神田区　 水面 164 0.00 0.00

日本橋区 （合計） 20982 60 0.33 241 1.00 88

日本橋区 青物町 被害著し。（地調） 96 0.00 0.00 5.75 1 ③：被害著し

日本橋区 安針町 61 0.00 0.00 4.75
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付表 （つづき） （4/23） 

 
区 町丁目 補助資料による被害記述

（焼跡聴取調書など：北澤）　（被害調査報告書：地調）
世帯
数
F

全潰
棟数
HT

全潰率
％
Y

半潰
棟数
Hp

全潰率
％
Yp

震度
I

非住
家全
棟数

備考
番号は震度評価基準に対応

（F:世帯数　HT:全潰数）

日本橋区 伊勢町 81 0.00 0.00 4.75

日本橋区 岩代町 55 0.00 0.00 4.75

日本橋区 岩附町 34 0.00 0.00 4.75

日本橋区 上槇町 被害著し。（地調） 197 2 1.18 1.18 5.75

日本橋区 馬喰町一丁目 96 0.00 0.00 4.75

日本橋区 馬喰町二丁目 135 0.00 0.00 4.75

日本橋区 馬喰町三丁目 176 0.00 0.00 4.75

日本橋区 馬喰町四丁目 460 0.00 0.00 4.75

日本橋区 蠣殻町一丁目 693 0.00 0.00 4.75 1

日本橋区 蠣殻町二丁目 被害著し。（地調） 1292 4 0.36 4 0.54 5.75 ③：被害著し

日本橋区 蠣殻町三丁目 679 2 0.34 0.34 5.25

日本橋区 金吹町 20 0.00 0.00 4.75

日本橋区 兜町 52 0.00 0.00 4.75

日本橋区 葺屋町 82 1 1.41 2 2.83 5.75

日本橋区 川瀬石町 143 0.00 0.00 4.75

日本橋区 北鞘町 22 0.00 0.00 4.75

日本橋区 北島町一丁目 馬場通：付近建物大多数歩道に3尺突出倒壊。一部は大破のみ。倒壊家屋はいずれも明
治以前の古家。この辺は大破損または倒壊多しと推察。（北澤）　　被害著し。（地調）

274 4 1.69 34 8.88 5.75 5

日本橋区 北島町二丁目 馬場通：付近建物大多数歩道に3尺突出倒壊。一部は大破のみ。倒壊家屋はいずれも明
治以前の古家。この辺は大破損または倒壊多しと推察。（北澤）

359 2 0.65 1 0.81 5.75 ③：相当する被害記述

日本橋区 北新堀町 149 1 0.78 6 3.11 5.25 1

日本橋区 小網町一丁目 20 0.00 0.00 4.75

日本橋区 小網町二丁目 62 0.00 0.00 4.75

日本橋区 小網町三丁目 被害著し。（地調） 96 0.00 0.00 5.75 ③：被害著し

日本橋区 小網町四丁目 136 0.00 0.00 4.75

日本橋区 小網仲町 26 0.00 0.00 4.75

日本橋区 呉服町 186 0.00 21 6.54 5.25 4 ①：Yp考慮

日本橋区 小舟町一丁目 37 0.00 0.00 4.75 1

日本橋区 小舟町二丁目 49 0.00 0.00 4.75 2

日本橋区 小舟町三丁目 35 0.00 1 1.66 5.25 ①：Yp考慮

日本橋区 小傳馬上町 181 0.00 0.00 4.75

日本橋区 堺町 95 0.00 5 3.05 5.25 1 ①：Yp考慮

日本橋区 坂本町 被害著し。（地調） 147 0.00 1 0.39 5.75 ③：被害著し

日本橋区 佐内町 38 0.00 0.00 4.75 1

日本橋区 三代町 121 0.00 1 0.48 4.75

日本橋区 下槇町 被害著し。（地調） 157 0.00 1 0.37 5.75 ③：被害著し

日本橋区 品川町 45 1 2.58 2.58 5.25 ⑥により下方修正

日本橋区 品川町裏河岸 50 0.00 0.00 4.75

日本橋区 十軒店町 28 0.00 0.00 4.75

日本橋区 新和泉町 101 0.00 0.00 4.75

日本橋区 新右衛門町 131 0.00 0.00 4.75

日本橋区 新大坂町 26 0.00 0.00 4.75 1

日本橋区 新材木町 123 1 0.94 3 2.36 5.25 1

日本橋区 新乗物町 74 0.00 2 1.57 5.25 1 ①：Yp考慮

日本橋区 新柳町 12 0.00 0.00 4.75 ⑦：隣接の元柳町等を考慮

日本橋区 新葭町 60 0.00 3 2.90 5.25 ①：Yp考慮

日本橋区 住吉町 162 1 0.72 0.72 5.25

日本橋区 駿河町 0 - - -

日本橋区 瀬戸物町 被害著し。（地調） 140 0.00 0.00 5.75 ③：被害著し

日本橋区 大傳馬鹽町 154 0.00 5 1.88 5.25 2 ①：Yp考慮

日本橋区 高砂町 139 0.00 1 0.42 4.75

日本橋区 橘町一丁目 40 0.00 0.00 4.75

日本橋区 橘町二丁目 46 0.00 0.00 4.75

日本橋区 橘町三丁目 134 0.00 0.00 4.75

日本橋区 橘町四丁目 60 0.00 0.00 4.75

日本橋区 田所町 62 0.00 0.00 4.75 2

日本橋区 通一丁目 44 0.00 1 1.32 5.25 ①：Yp考慮

日本橋区 通二丁目 98 0.00 0.00 4.75

日本橋区 通三丁目 42 0.00 1 1.38 5.25 ①：Yp考慮

日本橋区 通四丁目 58 1 2.00 2.00 5.25 ⑥により下方修正

日本橋区 通油町 71 0.00 0.00 4.75

日本橋区 通旅籠町 80 0.00 0.00 4.75

日本橋区 通鹽町 58 0.00 0.00 4.75

日本橋区 富澤町 70 0.00 0.00 4.75

日本橋区 中洲町 297 0.00 19 3.71 525 9 ①：Yp考慮

日本橋区 長濱町 91 0.00 0.00 4.75

日本橋区 浪花町 200 0.00 3 0.87 4.75

日本橋区 西河岸町 被害著し。（地調） 79 0.00 0.00 5.75 ③：被害著し

日本橋区 箔屋町 112 0.00 2 1.03 5.25 ①：Yp考慮

日本橋区 箱崎町一丁目 64 0.00 0.00 4.75

日本橋区 箱崎町二丁目 317 0.00 0.00 4.75

日本橋区 箱崎町三丁目 0 - - -

日本橋区 箱崎町四丁目 大通の両側の家屋は歩道に向かい6尺位突出。１番地：砂商木造3階建大破。家屋倒壊
の為圧死者2名。一般に１階屋の明治以前の古家に被害多く、2階家は大破損でも修理可
能、つまり全体としては半壊もしくは大破のみ多し。（北澤）　被害著し。（地調）

574 12 2.42 13 3.74 5.75

日本橋区 長谷川町 97 0.00 0.00 4.75

日本橋区 濱町一丁目 365 1 0.32 0.32 5.25

日本橋区 濱町二丁目 1542 3 0.23 42 1.80 5.25 4

日本橋区 濱町三丁目 建物は何れも道路中央に倒潰し、一時は通行出来ず。水道管破裂。路上に亀裂（１番
地）。伊東太郎氏住宅（３階建）北東方向に回転倒壊、あたりに圧死者無し。（北澤）

818 2 0.28 37 2.90 5.25 15

日本橋区 久松町 350 0.00 1 0.17 4.75
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付表 （つづき） （5/23） 

 
 
区 町丁目 補助資料による被害記述

（焼跡聴取調書など：北澤）　（被害調査報告書：地調）
世帯
数
F

全潰
棟数
HT

全潰率
％
Y

半潰
棟数
Hp

全潰率
％
Yp

震度
I

非住
家全
棟数

備考
番号は震度評価基準に対応

（F:世帯数　HT:全潰数）

日本橋区 檜物町 177 0.00 0.00 4.75 4

日本橋区 平松町 30 0.00 0.00 4.75

日本橋区 堀江町一丁目 34 0.00 1 1.70 5.25 ①：Yp考慮

日本橋区 堀江町二丁目 42 0.00 0.00 4.75 1

日本橋区 堀江町三丁目 65 0.00 0.00 4.75

日本橋区 堀江町四丁目 18 0.00 2 6.44 4.75 ⑦：隣接の三丁目、小網町一丁目
等を考慮

日本橋区 堀留町一丁目 6 0.00 0.00 4.75 ⑦：隣接の二、三丁目等を考慮

日本橋区 堀留町二丁目 41 0.00 0.00 4.75 2

日本橋区 堀留町三丁目 41 0.00 0.00 4.75 3

日本橋区 本石町一丁目 152 0.00 4 1.53 5.25 2 ①：Yp考慮

日本橋区 本石町二丁目 57 0.00 0.00 4.75

日本橋区 本石町三丁目 107 0.00 1 0.54 4.75

日本橋区 本石町四丁目 166 1 0.70 1 1.05 5.25

日本橋区 本小田原町 287 0.00 0.00 4.75 1

日本橋区 本革屋町 0 － － －

日本橋区 本銀町一丁目 一,二丁目：震災の為の倒潰無し。只二丁目１番地寳文館の土蔵路地に倒壊（北方向）要
路閉鎖、同町横井合名会社の土蔵外壁剥落位。一般建物は半壊もしくは大破程度で被
害僅少。（北澤）

180 2 1.29 5 2.90 5.75 2

日本橋区 本銀町二丁目 （同上） 102 0.00 0.00 5.25 ②：相当する被害記述

日本橋区 本銀町三丁目 77 0.00 0.00 4.75

日本橋区 本銀町四丁目 71 0.00 0.00 4.75

日本橋区 本町一丁目 34 0.00 0.00 4.75

日本橋区 本町二丁目 36 0.00 0.00 4.75

日本橋区 本町三丁目 33 0.00 0.00 4.75

日本橋区 本町四丁目 32 0.00 0.00 4.75

日本橋区 本船町 186 0.00 0.00 4.75

日本橋区 本兩替町 5 0.00 0.00 4.75

日本橋区 松島町 395 8 2.35 2.35 5.75

日本橋区 南茅場町 被害著し。（地調） 217 0.00 1 0.27 5.75 2 ③：被害著し

日本橋区 村松町 245 0.00 0.00 4.75

日本橋区 室町一丁目 46 0.00 0.00 4.75 2

日本橋区 室町二丁目 36 0.00 0.00 4.75 1

日本橋区 室町三丁目 42 0.00 0.00 4.75

日本橋区 本材木町一丁目 （丁目不明）被害著し。（地調） 94 0.00 2 1.23 5.75 ③：被害著し

日本橋区 本材木町二丁目 123 0.00 0.00 5.75 2 ③：被害著し

日本橋区 元大坂町 129 1 0.90 2 1.80 5.25

日本橋区 元大工町 9番地：東京信託(株）木造3階の2階が道路中央に倒れ不通。町内1,2階多く、倒潰家屋少
なく半潰大破の家屋多し。（北澤）　被害著し。（地調）

114 0.00 6 3.05 5.75 1 ③：被害著し

日本橋区 元濱町 35 0.00 0.00 4.75 5

日本橋区 元柳町 129 0.00 0.00 4.75

日本橋区 元四日市 被害著し。（地調） 29 1 4.00 4.00 5.75 1 ③：被害著し

日本橋区 薬研堀町 344 0.00 0.00 4.75

日本橋区 矢ノ倉町 98 0.00 0.00 4.75

日本橋区 横山町一丁目 77 0.00 0.00 4.75

日本橋区 横山町二丁目 88 0.00 0.00 4.75

日本橋区 横山町三丁目 78 0.00 0.00 4.75

日本橋区 吉川町 123 0.00 0.00 4.75

日本橋区 芳町 53 0.00 0.00 4.75

日本橋区 米澤町一丁目 120 0.00 0.00 4.75

日本橋区 米澤町二丁目 87 0.00 0.00 4.75

日本橋区 米澤町三丁目 40 0.00 0.00 4.75

日本橋区 萬町 14 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

日本橋区 若松町 119 0.00 0.00 4.75

日本橋区 小傳馬町一丁目 59 0.00 0.00 4.75

日本橋区 小傳馬町二丁目 59 0.00 0.00 4.75 1

日本橋区 小傳馬町三丁目 81 0.00 0.00 4.75

日本橋区 大傳馬町一丁目 81 0.00 0.00 4.75

日本橋区 大傳馬町二丁目 143 0.00 1 0.41 4.75

日本橋区 彌生町 26 0.00 0.00 4.75

日本橋区 數寄屋町 144 1 0.80 0.80 5.25 3

日本橋区 槫正町 被害著し。（地調） 114 5 5.08 3 6.61 5.75

日本橋区 鐵砲町 99 0.00 0.00 4.75 2

日本橋区 龜井町 126 0.00 0.00 4.75 1

日本橋区 龜島町一丁目 (丁目不明）被害著し。（地調） 414 0.00 0.00 5.75 ③：被害著し

日本橋区 龜島町二丁目 18番地：石造2棟倒潰付近家屋は多く道路に傾斜。（北澤） 268 2 0.86 1 1.08 5.75 ③：被害著し

日本橋区 常磐町 8 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

日本橋区 裏河岸 0 － － － ⑨：判定不能

日本橋区 米河岸 21 0.00 0.00 4.75

日本橋区 魚河岸 25 0.00 0.00 4.75

日本橋区 西萬河岸 12 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

日本橋区 西緑河岸 38 0.00 0.00 4.75

日本橋区 東萬河岸 19 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

日本橋区 小舟河岸 6 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

日本橋区 末廣河岸 12 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

日本橋区 鎧河岸 20 0.00 0.00 4.75

日本橋区 行徳河岸 0 － － － ⑨：判定不能

日本橋区 北新堀河岸 16 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

日本橋区 永久河岸 1 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

日本橋区 新柳河岸 0 － － － ⑨：判定不能

日本橋区 東緑河岸 24 0.00 0.00 4.75

日本橋区 元柳河岸 0 － － － ⑨：判定不能
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付表 （つづき） （6/23） 

 
区 町丁目 補助資料による被害記述

（焼跡聴取調書など：北澤）　（被害調査報告書：地調）
世帯
数
F

全潰
棟数
HT

全潰率
％
Y

半潰
棟数
Hp

全潰率
％
Yp

震度
I

非住
家全
棟数

備考
番号は震度評価基準に対応

（F:世帯数　HT:全潰数）

日本橋区 菖蒲河岸 55 0.00 0.00 4.75

日本橋区 本材河岸 37 0.00 0.00 4.75

日本橋区 四日市河岸 6 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

日本橋区 西城邊河岸 27 0.00 0.00 4.75

日本橋区 茅場河岸 9 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

日本橋区 龜島河岸 8 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

日本橋区 楓河岸 35 0.00 0.00 4.75

日本橋区 西河岸 10 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

日本橋区 坂本公園地 2 1 57.95 57.95 － ⑨：判定不能

日本橋区 水面 567 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

日本橋区 東方河岸 － － 1 － － ⑨：判定不能（国勢調査になし）

京橋区 （合計） 29271 81 0.41 67 0.59 19

京橋区 明石町 166 1 0.90 0.90 5.25

京橋区 出雲町 61 0.00 0.00 4.75

京橋区 因幡町 173 0.00 0.00 4.75

京橋区 入船町一丁目 100 0.00 0.00 4.75

京橋区 入船町二丁目 107 1 1.40 1 2.10 5.25 ⑥により下方修正

京橋区 入船町三丁目 117 0.00 0.00 4.75 1

京橋区 入船町四丁目 5，3番地：付近道路に倒潰したもの4,5有り、傾斜したもの多し。（北澤） 119 1 1.26 3 3.15 5.75 3

京橋区 入船町五丁目 135 1 1.11 1.11 5.25

京橋区 入船町六丁目 22 0.00 0.00 4.75

京橋区 上柳原町 163 0.00 0.00 4.75

京橋区 永島町 222 0.00 0.00 4.75

京橋区 越前堀一丁目 887 0.00 0.00 4.75

京橋区 越前堀二丁目 129 0.00 0.00 4.75

京橋区 大川端町 48 0.00 0.00 4.75

京橋区 大鋸町 原町通では倒潰家屋認めず。（北澤） 175 1 0.86 0.86 5.25

京橋区 岡崎町一丁目 被害著し。（地調） 522 0.00 0.00 5.75

京橋区 岡崎町二丁目 被害著し。（地調） 466 0.00 0.00 5.75

京橋区 桶町 10、11番地及び南槇町7番地付近道路に倒潰したもの3棟。11番地付近2階家道路に倒
潰。（地調）

273 1 0.55 1 0.82 5.75 1 ③：相当する被害記述

京橋区 尾張町新地 55 0.00 0.00 4.75

京橋区 尾張町一丁目 21 0.00 0.00 4.75

京橋区 尾張町二丁目 55 0.00 0.00 4.75

京橋区 加賀町 88 0.00 0.00 4.75

京橋区 川口町 230 0.00 0.00 4.75

京橋区 北紺屋町 134 0.00 0.00 4.75

京橋区 北槇町 107 0.00 0.00 4.75

京橋区 銀座一丁目 99 0.00 0.00 4.75

京橋区 銀座二丁目 91 0.00 0.00 4.75

京橋区 銀座三丁目 105 0.00 0.00 4.75

京橋区 銀座四丁目 73 0.00 0.00 4.75

京橋区 銀町一丁目 96 0.00 0.00 4.75

京橋区 銀町二丁目 16 0.00 0.00 4.75 ⑦：隣接の一丁目等を考慮

京橋区 金六町 73 0.00 0.00 4.75

京橋区 具足町 96 0.00 0.00 4.75

京橋区 木挽町一丁目 1005 0.00 0.00 4.75 2

京橋区 木挽町二丁目 634 2 0.47 0.47 5.25 1

京橋区 木挽町三丁目 12番地通：3棟道路に面し、或いは之に反し倒潰、１棟は木造2階人造石壁、他は土蔵及
び石造。（北澤）

413 1 0.36 0.36 5.25 1

京橋区 木挽町四丁目 38 0.00 0.00 4.75

京橋区 木挽町五丁目 35 0.00 0.00 4.75

京橋区 木挽町六丁目 103 0.00 0.00 4.75

京橋区 木挽町七丁目 2 0.00 0.00 4.75 ⑦：隣接の他町目等を考慮

京橋区 木挽町八丁目 24 0.00 0.00 4.75

京橋区 木挽町九丁目 152 0.00 0.00 4.75

京橋区 木挽町十丁目 53 0.00 0.00 4.75

京橋区 五郎兵衛町 115 0.00 0.00 4.75

京橋区 幸町 152 0.00 0.00 4.75

京橋区 三十間堀一丁目 43 0.00 0.00 4.75 1

京橋区 三十間堀二丁目 42 0.00 0.00 4.75

京橋区 三十間堀三丁目 69 0.00 0.00 4.75

京橋区 新榮町一丁目 199 0.00 0.00 4.75

京橋区 新榮町二丁目 154 0.00 0.00 4.75

京橋区 新榮町三丁目 117 0.00 0.00 4.75

京橋区 新栄町四丁目 （新湊町四丁目の記述が対応か？） 229 0.00 4 1.31 5.25 ①：Yp考慮

京橋区 新榮町五丁目 121 0.00 0.00 4.75

京橋区 新肴町 付近に大なる被害認めず。（北澤） 30 0.00 0.00 4.75

京橋区 新富町一丁目 （丁目不明）被害著し。（地調） 140 0.00 0.00 5.75

京橋区 新富町二丁目 72 0.00 0.00 5.75

京橋区 新富町三丁目 128 0.00 0.00 5.75

京橋区 新富町四丁目 167 0.00 0.00 5.75

京橋区 新富町五丁目 127 0.00 0.00 5.75

京橋区 新富町六丁目 50 0.00 1 1.50 5.75 2

京橋区 新富町七丁目 92 0.00 0.00 5.75 1

京橋区 新船松町 86 0.00 0.00 4.75

京橋区 新湊町一丁目 裏に於いて半潰有り。付近半潰家屋認めず。付近屋根瓦脱落し、かなり傾斜せしのみ。 226 0.00 30 9.94 5.25 ①：Yp考慮

京橋区 新湊町二丁目 128 0.00 0.00 4.75

京橋区 新湊町三丁目 108 0.00 0.00 4.75

京橋区 新湊町四丁目 道路に倒潰した家屋認めず、傾斜したものかなり有り（新栄町4丁目の間違いの可能性あ
り？）（北澤）

85 0.00 0.00 4.75

③：被害著し
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付表 （つづき） （7/23） 

 
区 町丁目 補助資料による被害記述

（焼跡聴取調書など：北澤）　（被害調査報告書：地調）
世帯
数
F

全潰
棟数
HT

全潰率
％
Y

半潰
棟数
Hp

全潰率
％
Yp

震度
I

非住
家全
棟数

備考
番号は震度評価基準に対応

（F:世帯数　HT:全潰数）

京橋区 新湊町五丁目 46 0.00 0.00 4.75

京橋区 鈴木町 187 0.00 0.00 4.75

京橋区 炭町 31 0.00 0.00 4.75

京橋区 惣十郎町 74 0.00 0.00 4.75

京橋区 高代町 90 0.00 0.00 4.75

京橋区 瀧山町 37 0.00 0.00 4.75

京橋区 竹川町 84 0.00 0.00 4.75

京橋区 畳町 72 0.00 0.00 4.75

京橋区 新佃島西町一丁目 489 0.00 0.00 4.75

京橋区 新佃島西町二丁目 540 0.00 0.00 4.75

京橋区 新佃島西町三丁目 34 0.00 0.00 4.75

京橋区 新佃島東町一丁目 噴砂。（地調） 90 0.00 0.00 4.75

京橋区 新佃島東町二丁目 138 0.00 0.00 4.75

京橋区 月島通一丁目 被害著し。噴砂。（地調） 61 0.00 0.00 5.25

京橋区 月島通二丁目 5,4番地：4戸長屋5棟半潰、内2棟は道路に傾斜。（地調） 163 0.00 5 2.30 5.25

京橋区 月島通三丁目 3号地避難の際、付近に2階建6戸道路に倒潰。（北澤） 168 3 2.68 3 4.01 5.25

京橋区 月島通四丁目 2番地：2階建2戸長屋道路に反し倒潰。付近平屋6戸建長屋小路に面し大傾斜、向かう側
は小路に反し傾斜。3番地：2潰建3棟道路中央部まで倒潰。（北澤）

223 2 1.34 2 2.02 5.25

京橋区 月島通五丁目 被害著し。噴砂。（地調） 96 0.00 0.00 5.25

京橋区 月島通六丁目 被害著し。噴砂。（地調） 10 0.00 0.00 5.25

京橋区 月島通七丁目 被害著し。噴砂。（地調） 6 0.00 0.00 5.75

京橋区 月島通八丁目 被害著し。噴砂。（地調） 119 0.00 0.00 5.75

京橋区 月島通九丁目 住吉神社前の道路に5棟（2潰建）、第二震で倒潰。（北澤） 196 8 6.11 6.11 5.75

京橋区 月島通十丁目 166 0.00 0.00 5.75

京橋区 月島通十一丁目 被害著し。噴砂。（地調） 106 12 16.96 16.96 5.75

京橋区 月島通十二丁目 17 0.00 0.00 5.75

京橋区 月島東河岸通一丁目 0 － － 5.25

京橋区 月島東河岸通二丁目 15 0.00 0.00 5.25

京橋区 月島東河岸通三丁目 11 0.00 0.00 5.25

京橋区 月島東河岸通四丁目 0 － － 5.25

京橋区 月島東河岸通五丁目 0 1 － － 5.25

京橋区 月島東河岸通六丁目 0 － － 5.25

京橋区 月島東河岸通七丁目 3 0.00 0.00 5.25

京橋区 月島東河岸通八丁目 31 0.00 0.00 5.25

京橋区 月島東河岸通九丁目 19 0.00 0.00 5.25 1

京橋区 月島東河岸通十丁目 3 0.00 0.00 5.25

京橋区 月島東河岸通十一丁 17 0.00 0.00 5.25

京橋区 月島西河岸通一丁目 110 0.00 0.00 4.75

京橋区 月島西河岸通二丁目 197 0.00 0.00 4.75

京橋区 月島西河岸通三丁目 87 0.00 0.00 4.75

京橋区 月島西河岸通四丁目 57 0.00 0.00 4.75

京橋区 月島西河岸通五丁目 61 0.00 0.00 4.75

京橋区 月島西河岸通六丁目 1 0.00 0.00 4.75

京橋区 月島西河岸通七丁目 0 － － －

京橋区 月島西河岸通八丁目 2 0.00 0.00 －

京橋区 月島西河岸通九丁目 4 0.00 0.00 －

京橋区 月島西河岸通十丁目 1 1 － 1 － －

京橋区 月島西河岸通十一丁 7 0.00 0.00 －

京橋区 月島西中通一丁目 59 0.00 0.00 5.75

京橋区 月島西中通二丁目 288 0.00 0.00 5.75

京橋区 月島西中通三丁目 302 2 0.99 0.99 5.75

京橋区 月島西中通四丁目 12番地：2階建1棟垂直に潰れる。（北澤） 325 12 5.53 5.53 5.75

京橋区 月島西中通五丁目 127 0.00 0.00 5.75

京橋区 月島西中通六丁目 4 0.00 0.00 5.75

京橋区 月島西中通七丁目 1 0.00 0.00 4.75

京橋区 月島西中通八丁目 37 0.00 0.00 4.75

京橋区 月島西中通九丁目 11 0.00 0.00 4.75

京橋区 月島西中通十丁目 25 0.00 0.00 4.75

京橋区 月島西中通十一丁目 45 0.00 0.00 4.75

京橋区 月島東中通一丁目 108 0.00 0.00 5.75

京橋区 月島東中通二丁目 103 0.00 0.00 5.75

京橋区 月島東中通三丁目 178 0.00 0.00 5.75

京橋区 月島東中通四丁目 6､8番地：半潰2棟。10,11番地：４棟垂直に倒潰、その前方に2棟階下のみ潰れる。（北澤） 235 6 3.82 8 6.37 5.75

京橋区 月島東中通五丁目 被害著し。噴砂。（地調） 120 0.00 0.00 5.75

京橋区 月島東中通六丁目 被害著し。噴砂。（地調） 14 0.00 0.00 5.75

京橋区 月島東中通七丁目 被害著し。噴砂。（地調） 2 0.00 0.00 5.25

京橋区 月島東中通八丁目 被害著し。噴砂。（地調） 39 0.00 0.00 5.25

京橋区 月島東中通九丁目 付近被害少なし、地割れを生じ砂及び水を湧出し高さ3尺に及ぶ。（北澤） 147 0.00 0.00 5.25

京橋区 月島東中通十丁目 101 0.00 0.00 5.25

京橋区 月島東中通十一丁目 76 0.00 0.00 5.25

京橋区 築地一丁目 27番地：堀越商会煉瓦建物道路に平行して倒潰、為に隣家2階倒潰。10番地：5戸長屋1
棟、その他2棟小路に倒潰、また自動車車庫2階建垂直に潰れる。（北澤）　被害著し（地
調）

516 2 0.58 2 0.87 5.75 ③：被害著し

京橋区 築地二丁目 5番地：付近2階建家屋4棟及び4戸長屋(2階)小路に倒潰し負傷者2名。25番地：2階建8戸
長屋全面道路に倒潰。（北澤）　被害著し。（地調）

452 4 1.33 2 1.66 5.75

京橋区 築地三丁目 284 0.00 0.00 4.75

京橋区 築地四丁目 海軍水路部：煙突倒落。（地調） 13 0.00 0.00 4.75

京橋区 佃島 401 0.00 1 0.19 4.75

京橋区 常磐町 28 0.00 0.00 4.75

京橋区 富島町 60 0.00 0.00 4.75

月島内では世帯数のばらつきが大
きいため隣接丁目をまとめて評価
する（④、⑦） 合計Y=0%
（F=1063,HT=0)

合計Y=0%（F=228,HT=0)

合計Y=0.7%（F=721,HT=5)

合計Y=4.9%（F=610,HT=20)

合計Y=0%（F=119,HT=0)

合計Y=1.2%（F=758,HT=6)

合計Y=0%（F=365,HT=0)
③：「被害著しい」を含むため上方
修正

合計Y=1.0%（F=99,HT=1)、
⑥により下方修正

合計Y=0%（F=513,HT=0)

合計Y=0%（F=14,HT=0)
⑨：判定不能

合計Y=1.9%（F=1105,HT=14)
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付表 （つづき） （8/23） 

 
区 町丁目 補助資料による被害記述

（焼跡聴取調書など：北澤）　（被害調査報告書：地調）
世帯
数
F

全潰
棟数
HT

全潰率
％
Y

半潰
棟数
Hp

全潰率
％
Yp

震度
I

非住
家全
棟数

備考
番号は震度評価基準に対応

（F:世帯数　HT:全潰数）

京橋区 長崎町一丁目 139 0.00 0.00 4.75

京橋区 長崎町二丁目 123 1 1.22 1.22 5.25 ⑥により下方修正

京橋区 長澤町 306 0.00 0.00 4.75

京橋区 中橋和泉町 裏通にはかなり倒潰家屋有り圧死2名。2棟裏家、小路で倒潰圧死者10名。（北澤） 177 3 2.54 2.54 6.25

京橋区 中橋廣小路町 54 0.00 0.00 4.75

京橋区 西紺屋町 67 0.00 0.00 4.75

京橋区 八官町 85 0.00 0.00 4.75

京橋区 八丁堀仲町 546 0.00 1 0.14 4.75

京橋区 濱町 77 0.00 0.00 4.75

京橋区 東湊町一丁目 408 0.00 0.00 4.75

京橋区 東湊町二丁目 198 0.00 0.00 4.75

京橋区 日比谷町 113 0.00 0.00 4.75

京橋区 日吉町 付近明治初年建築の煉瓦造７割で木造甚だ少く、それらの倒潰なし。（北澤） 105 0.00 0.00 4.75

京橋区 船松町 403 1 0.37 0.37 5.25

京橋区 本材木町三丁目 被害著し。（地調） 148 0.00 0.00 5.75 ③：被害著し

京橋区 本湊町 稲荷橋(本湊町に稲荷）を過ぎて丸の内に避難の途中、家屋に多少傾斜あるが、道路など
に傾斜した家屋は認めず。（北澤）

560 2 0.54 0.54 5.25

京橋区 松川町 4階建石造家屋倒潰のため木造2階建3棟平屋１棟倒潰し圧死者7人。（北澤）　被害著し
（地調）

86 0.00 0.00 5.75 ③：被害著し

京橋区 松屋町一丁目 被害著し。（地調） 165 0.00 0.00 5.75 ③：被害著し

京橋区 松屋町二丁目 被害著し。（地調） 169 0.00 0.00 5.75 ③：被害著し

京橋区 松屋町三丁目 190 0.00 0.00 4.75

京橋区 丸屋町 38 0.00 0.00 4.75

京橋区 水谷町 5番地：家屋倒潰1名圧死。（地調） 191 1 0.78 1 1.18 5.25

京橋区 南飯田町 10番地：小路、大通にあるもの何れも道路に平行して倒潰。6番地：2階建4戸長屋1棟小
路に平行して倒潰、付近に傾斜した家屋3,4棟認む。（北澤）

406 2 0.74 0.74 5.75 1 ③：相当する被害記述

京橋区 南小田原町一丁目 287 0.00 0.00 4.75

京橋区 南小田原町二丁目 633 1 0.24 0.24 5.25

京橋区 南小田原町三丁目 10番地：2階4戸建1棟平屋小路に倒潰圧死者2名。6番地：小路に倉庫1棟倒潰。（北澤） 194 4 3.09 3.09 5.75

京橋区 南小田原町四丁目 69 0.00 0.00 4.75

京橋区 南鍛冶町 煉瓦造倉庫1棟倒潰圧死者１名。（北澤） 297 2 1.01 1.01 5.75 1

京橋区 南金六町 83 0.00 0.00 4.75

京橋区 南紺屋町 163 0.00 0.00 4.75

京橋区 南佐柄木町 57 0.00 0.00 4.75

京橋区 南鞘町 17,18番：地付近倒潰家屋3棟を認む。（北澤） 277 1 0.54 0.54 5.25

京橋区 南新堀一丁目 60 0.00 0.00 4.75

京橋区 南新堀二丁目 151 0.00 0.00 4.75

京橋区 南大工町 1番地：1戸倒潰。（北澤） 90 0.00 0.00 4.75

京橋区 南鍋町一丁目 付近煉瓦造１棟倒潰したのみ、概して被害認めず。（北澤） 98 0.00 0.00 4.75

京橋区 南鍋町二丁目 （同上） 48 0.00 0.00 4.75

京橋区 南八丁堀一丁目 168 0.00 0.00 4.75 1

京橋区 南八丁堀二丁目 126 0.00 0.00 4.75

京橋区 南八丁堀三丁目 120 0.00 0.00 4.75

京橋区 南本郷町 33 0.00 0.00 4.75

京橋区 南槇町 桶町10、11番地、同町7番地付近道路に倒潰したもの3棟。8番地：付近平家、2階家道路
に倒潰。（北澤）

213 1 0.70 1 1.05 5.25

京橋区 南水谷町 35 0.00 0.00 4.75

京橋区 南傳馬町一丁目 82 0.00 0.00 4.75

京橋区 南傳馬町二丁目 77 0.00 0.00 4.75

京橋区 南傳馬町三丁目 51 0.00 0.00 4.75

京橋区 元島町 146 0.00 0.00 4.75

京橋区 本八丁堀一丁目 134 0.00 0.00 4.75

京橋区 本八丁堀二丁目 74 0.00 0.00 4.75

京橋区 本八丁堀三丁目 83 0.00 0.00 4.75

京橋区 本八丁堀四丁目 75 0.00 0.00 4.75

京橋区 本八丁堀五丁目 40 0.00 0.00 4.75

京橋区 元數寄屋町一丁目 50 0.00 0.00 4.75

京橋区 元數寄屋町二丁目 28 0.00 0.00 4.75

京橋区 元數寄屋町三丁目 25 0.00 0.00 4.75

京橋区 元數寄屋町四丁目 21 0.00 0.00 4.75

京橋区 柳町 98 0.00 0.00 4.75

京橋区 山下町 64 0.00 0.00 4.75

京橋区 山城町 52 0.00 0.00 4.75

京橋区 弓町 174 0.00 0.00 4.75

京橋区 四日市町 72 0.00 0.00 4.75 1

京橋区 霊岸島町 135 0.00 0.00 4.75

京橋区 采女町 144 0.00 0.00 4.75

京橋区 鎗屋町 95 0.00 0.00 4.75

京橋区 彌左衛門町 61 0.00 0.00 4.75

京橋区 鹽町 106 0.00 0.00 4.75

京橋区 城邊河岸 34 0.00 0.00 4.75 1

京橋区 大根河岸 13 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

京橋区 北紺屋町大根河岸 6 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

京橋区 本材木河岸 5 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

京橋区 竹河河岸 6 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

京橋区 本材木町三丁目河岸 1 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

京橋区 西豐玉河岸 28 0.00 0.00 4.75

京橋区 三十間堀二丁目西豐
玉河岸

6 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

京橋区 木挽町四丁目東豐玉
河岸

3 0.00 0.00 － ⑨：判定不能
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付表 （つづき） （9/23） 

 
区 町丁目 補助資料による被害記述

（焼跡聴取調書など：北澤）　（被害調査報告書：地調）
世帯
数
F

全潰
棟数
HT

全潰率
％
Y

半潰
棟数
Hp

全潰率
％
Yp

震度
I

非住
家全
棟数

備考
番号は震度評価基準に対応

（F:世帯数　HT:全潰数）

京橋区 木挽町東豐玉河岸 34 0.00 0.00 4.75

京橋区 金六町白魚河岸 2 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

京橋区 白魚河岸 1 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

京橋区 南八丁堀一丁目櫻河 1 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

京橋区 南八丁堀一丁目南櫻
河岸

11 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

京橋区 新富河岸 8 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

京橋区 入船町二丁目新富河 5 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

京橋区 南櫻河岸 17 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

京橋区 湊河岸 23 0.00 0.00 4.75

京橋区 船松河岸 11 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

京橋区 明石河岸 8 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

京橋区 南飯田河岸 19 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

京橋区 小田原河岸 30 0.00 0.00 4.75

京橋区 南小田原町一丁目河 30 0.00 0.00 4.75

京橋区 北櫻河岸 14 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

京橋区 龜島河岸五號地 4 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

京橋区 本八丁堀五丁目河岸 7 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

京橋区 本八丁堀四丁目河岸 2 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

京橋区 日比谷河岸 4 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

京橋区 四日市町北河岸 1 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

京橋区 稲荷河岸 5 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

京橋区 東湊町一丁目将監河 4 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

京橋区 東湊町将監河岸 4 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

京橋区 越前河岸 4 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

京橋区 水面 744 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

芝区 （合計） 36464 385 1.52 318 2.14 78

芝区 赤羽町 区内で被害最も著し。煉瓦造り赤羽分工場全潰。（地調） 36 0.00 0.00 5.75 ③：被害最も著し

芝区 愛宕下町一丁目 被害著し。（地調） 301 11 5.25 9 7.40 5.75 1

芝区 愛宕下町二丁目 4番地：石造倉庫1棟道路に平行に倒潰。（北澤）　被害著し。（地調） 681 8 1.69 9 2.64 5.75 3

芝区 愛宕下町三丁目 道路に倒潰した家屋認めず。１番地：付近交通に支障なし。裏長屋に倒潰２棟有り。3,4番
地：倒潰した家屋認めず。（北澤）

311 11 5.08 17 9.01 5.75 2

芝区 愛宕下町四丁目 １番地：道路を挟み家屋殆ど倒潰通行途絶。その他道路に倒潰した家屋認めず。二筋目
通に倒潰家屋なく、三筋通は家屋倒潰で通行不能。櫻川小学校付近の道路等に倒潰家
屋なきも傾斜したものかなり認められる。１番地：裏通に4,5棟倒潰家屋有り。１番地：付近
3棟道路に倒潰し通交途絶。（北澤）

755 25 4.76 21 6.76 5.75

芝区 愛宕町一丁目 211 1 0.68 0.68 5.25

芝区 愛宕町二丁目 646 14 3.11 3 3.45 5.75

芝区 愛宕町三丁目 431 0.00 0.00 4.75

芝区 伊皿子町 280 4 2.05 2 2.57 5.75 1

芝区 今入町 被害稍著し（全半潰戸数4%）。家屋は主に二階建商店築20年。（地調） 96 0.00 0.00 5.25 ③：被害稍著し

芝区 宇田川町 付近本木洋品店煉瓦倉庫倒潰しそのために家屋3棟倒潰、生埋者10名。（北澤）　被害著
し。（地調）

294 14 6.84 11 9.53 5.75 1

芝区 宇田川横町 24 0.00 0.00 4.75

芝区 片門前一丁目 89 0.00 0.00 4.75

芝区 片門前二丁目 105 0.00 0.00 4.75

芝区 金杉町一丁目 128 0.00 2 1.12 5.25 ①：Yp考慮

芝区 金杉町二丁目 176 0.00 2 0.82 4.75 1

芝区 金杉町三丁目 157 0.00 4 1.83 5.25 ①：Yp考慮

芝区 金杉町四丁目 168 0.00 0.00 4.75

芝区 兼房町 屋外避難の際、付近に大なる被害を認めず。（北澤）　被害著し。（地調） 137 15 15.73 6 18.88 6.25 4

芝区 神谷町 345 8 3.33 2 3.75 5.75

芝区 烏森町 被害著し。（地調） 303 10 4.74 8 6.64 5.75 4

芝区 君塚町 180 1 0.80 0.80 5.25

芝区 車町 泉岳寺：大石良雄銅像傾斜。被害甚だしき箇所有り。８番地：木骨石造倉庫５度傾斜。（地 483 0.00 0.00 5.25 1 ③：相当する被害記述

芝区 源助町 通に倒潰家屋認めず。（北澤） 158 0.00 0.00 4.75

芝区 琴平町 693 3 0.62 0.62 5.25

芝区 西應寺町 408 1 0.35 0.35 5.25

芝区 榮町 74 0.00 0.00 4.75

芝区 櫻田和泉町 55 0.00 0.00 4.75

芝区 櫻田鍛冶町 72 0.00 0.00 4.75

芝区 櫻田久保町 75 3 5.75 5.75 5.75

芝区 櫻田善右衛門町 22 0.00 0.00 4.75

芝区 櫻田太左右衛門町 46 0.00 4 6.25 5.25 ①：Yp考慮

芝区 櫻田備前町 143 0.00 2 1.00 5.25 ①：Yp考慮

芝区 櫻田伏見町 73 4 7.87 2 9.84 5.75

芝区 桜田本郷町 95 6 9.08 3 11.34 5.75

芝区 汐留一丁目 7 0.00 0.00 4.75

芝区 汐留二丁目 91 1 1.58 1.58 5.25 ⑥により下方修正

芝区 七軒町 32 0.00 0.00 4.75

芝区 品海砲臺 0 － － －

芝区 柴井町 21番地：22番地道路に向かって3階建家屋倒潰。電車通は商店多く煉瓦倉庫等の倒潰に
より被害甚大。道路に倒潰した家屋認めざりし。20,10,11番地：両側電車通に3階建2棟、2
階建5棟、10番地側に8棟道路中央部まで倒潰し電車軌道を余すのみ。（北澤）　被害著
し。（地調）

285 14 7.06 4 8.07 5.75

芝区 芝浦町一丁目 噴砂　（地調） 1 0.00 1 71.85 5.25

芝区 芝浦町二丁目 噴砂　（地調） 19 0.00 0.00 5.25

芝区 芝浦町三丁目 噴砂　（地調） 7 1 20.53 20.53 5.25

芝区 芝口一丁目 128 0.00 5 2.81 5.25 3 ①：Yp考慮

芝区 芝口二丁目 被害著し。（地調） 109 0.00 0.00 5.75 ③：被害著し

芝区 芝口三丁目 電車通にも裏通にも倒潰家屋を認めず。（北澤）　　被害著し。（地調） 102 2 2.82 5 6.34 5.75 3

⑦：合計Y=5.3%（F=27,HT=1)、
⑥によりさらに下方修正
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付表 （つづき） （10/23） 

 
区 町丁目 補助資料による被害記述

（焼跡聴取調書など：北澤）　（被害調査報告書：地調）
世帯
数
F

全潰
棟数
HT

全潰率
％
Y

半潰
棟数
Hp

全潰率
％
Yp

震度
I

非住
家全
棟数

備考
番号は震度評価基準に対応

（F:世帯数　HT:全潰数）

芝区 芝公園 増上寺：７代将軍霊屋青銅灯籠13７基中32基倒落(23%)、石灯籠414基中369基倒落(89%）
6代将軍霊屋石灯籠228基中185基倒落(81%）、南霊屋石灯籠19基中17基倒落(90%）、臺
徳院石灯籠58基中51基倒落(87%）。（地調）

414 0.00 0.00 5.25 1 ⑧：灯籠の転倒状況

芝区 下高輪 129 2 2.23 6 5.57 5.75 1

芝区 白金今里町 451 0.00 3 0.48 4.75

芝区 白金志田町 922 2 0.31 16 1.56 5.25 1

芝区 白金猿町 425 0.00 0.00 4.75

芝区 白金三光町 3819 8 0.30 7 0.43 5.25 3

芝区 白金丹波町 154 3 2.80 1 3.27 5.75 1

芝区 白金臺町一丁目 378 4 1.52 1 1.71 5.75 1

芝区 白金臺町二丁目 朝香宮邸、毛利邸の石垣15-20m崩壊、煉瓦塀35m倒潰。（地調） 319 1 0.45 4 1.35 5.25 4

芝区 新網町（南北区別無し） 747 5 0.96 4 1.35 5.75 3

芝区 新幸町 46 3 9.37 1 10.93 5.75 1

芝区 新櫻田町 269 1 0.53 3 1.34 5.25 2

芝区 新芝町 10 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

芝区 新銭座町 250 1 0.57 1 0.86 5.25

芝区 新堀町 1070 0.00 0.00 4.75

芝区 神明町 被害著し。（地調） 497 27 7.81 17 10.26 5.75

芝区 新門前町 133 2 2.16 6 5.40 5.75 1

芝区 高輪北町 34番地一棟六戸長屋10-25度傾斜、被害甚だしき箇所有。（地調） 314 3 1.37 4 2.29 5.75

芝区 高輪西臺町 0 － － －

芝区 高輪南町 707 0.00 0.00 4.75

芝区 高輪臺町 122 5 5.89 5 8.83 5.75 2

芝区 田町一丁目 区内で被害最も著し。（地調） 101 0.00 0.00 5.75

芝区 田町二丁目 区内で被害最も著し。（地調） 60 0.00 0.00 5.75

芝区 田町三丁目 田町駅：歩廊：盛土１尺低下，北西2寸。（地調）　区内で被害最も著し。（地調） 71 0.00 0.00 5.75

芝区 田町四丁目 区内で被害最も著し。（地調） 126 0.00 0.00 5.75

芝区 田町五丁目 区内で被害最も著し。（地調） 61 0.00 0.00 5.75

芝区 田町六丁目 区内で被害最も著し。（地調） 164 0.00 1 0.44 5.75

芝区 田町七丁目 区内で被害最も著し。（地調） 35 0.00 0.00 5.75

芝区 田町八丁目 区内で被害最も著し。（地調） 49 0.00 0.00 5.75

芝区 田町九丁目 区内で被害最も著し。（地調） 70 0.00 2 2.05 5.75

芝区 田村町 850 2 0.34 6 0.85 5.25

芝区 中門前一丁目 237 0.00 0.00 4.75

芝区 中門前二丁目 220 2 1.31 1.31 5.25 ⑥により下方修正

芝区 中門前三丁目 161 0.00 0.00 4.75

芝区 月見町一丁目 1 0.00 0.00 －

芝区 月見町二丁目 2 2 － － － 1

芝区 露月町 道路に倒潰した家屋認めず。通の両側は殆ど倒潰し交通途絶、裏口小路より電車通に避
難。電車通に只1棟倒潰を認めるのみ。（北澤）　　　被害著し。（地調）

141 8 8.15 1 8.66 5.75

芝区 通新町 114 0.00 0.00 4.75

芝区 土手跡町 27 0.00 0.00 4.75

芝区 西久保明舟町 13､12､11､15､14番地：地震と同時に火災が起こったが家屋は少なく傾斜したのみで甚だ
しき異常なし、唯11番地隅角倉庫のみ道路に平行に倒潰。19番地：虎ノ門方面前面道路
両側家屋（2階平屋）倒潰、交通困難、古家多し。2番地：裏側の住家倒潰するのみ、電車
通等に傾斜した家屋。（北澤）　　　被害著し。（地調）

320 45 20.21 20.21 6.25

芝区 西久保櫻川町 西櫻川小学校付近の17戸長屋3棟約大半小路に倒潰、西久保通に2棟道路中央まで倒
潰。（北澤）　　被害著し。（地調）

586 18 4.41 5 5.03 5.75 2

芝区 西久保城山町 37 0.00 0.00 4.75

芝区 西久保巴町 494 4 1.16 1.16 5.75

芝区 西久保八幡町 被害著し。（地調） 262 2 1.10 2 1.65 5.75 1

芝区 西久保廣町 271 1 0.53 0.53 5.25

芝区 二本榎西町 474 0.00 1 0.15 4.75

芝区 二本榎本町 75 0.00 0.00 4.75 1

芝区 二本榎一丁目 422 4 1.36 14 3.75 5.75 4

芝区 二本榎二丁目 159 1 0.90 0.90 5.25

芝区 濱崎町 15 0.00 0.00 4.75

芝区 濱松町一丁目 356 4 1.61 2 2.02 5.75

芝区 濱松町二丁目 335 0.00 0.00 4.75

芝区 濱松町三丁目 282 1 0.51 1 0.76 5.25 1

芝区 濱松町四丁目 168 0.00 0.00 4.75

芝区 日陰町一丁目 59 3 7.31 2 9.74 5.75 1

芝区 日蔭町二丁目 45 0.00 0.00 5.75

芝区 日出町 85 0.00 0.00 4.75

芝区 二葉町 27 1 5.32 5.32 5.25 ⑥により下方修正

芝区 葺手町 123 0.00 0.00 4.75

芝区 本芝入横町 18 0.00 0.00 4.75

芝区 本芝材木町 58 0.00 0.00 4.75

芝区 本芝下町 125 0.00 0.00 4.75

芝区 本芝一丁目 被害稍著し（全半潰戸数3%）。家屋は二階建商店築20,30年。（地調） 165 0.00 0.00 5.25

芝区 本芝二丁目 被害稍著し（全半潰戸数3%）。家屋は二階建商店築20,30年。（地調） 274 0.00 0.00 5.25

芝区 本芝三丁目 （同上） 190 2 1.51 1.51 5.25

芝区 本芝四丁目 （同上） 145 0.00 0.00 5.25

芝区 松本町 351 0.00 0.00 4.75

芝区 三島町 7番地：家屋倒潰し屋根を破壊避難、付近家屋道路に倒潰、屋上を経て避難。圧死者負
傷者数名。19番地：9番地の方向へ2階家3棟道路に倒潰。2,3番地：道路に2棟倒潰。交通
遮断、荷物など搬出は屋上に板橋を架けて行われた。（北澤）　　被害著し。（地調）

134 7 7.51 13 14.48 5.75

芝区 三田網町 152 0.00 0.00 4.75

芝区 三田北寺町 84 0.00 0.00 4.75

芝区 三田功運町 78 0.00 3 2.76 5.25 ①：Yp考慮

合計　Y=0%（F=737,HT=0)、
③：被害最も著し、により判断

④：合計Y=4.2%（F=104,HT=3)

③：被害稍著し
合計　Y=0.4%（F=774,HT=2)
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付表 （つづき） （11/23） 

 
区 町丁目 補助資料による被害記述

（焼跡聴取調書など：北澤）　（被害調査報告書：地調）
世帯
数
F

全潰
棟数
HT

全潰率
％
Y

半潰
棟数
Hp

全潰率
％
Yp

震度
I

非住
家全
棟数

備考
番号は震度評価基準に対応

（F:世帯数　HT:全潰数）

芝区 三田四國町 （三田四國町の一区域で308棟中全潰54、半潰100、全潰率18％）（北澤）　区内で被害最
も著し。鉄筋コ造日本電気工場全潰、鉄板煙突転倒。（地調）

1881 34 2.60 21 3.40 6.25 5 ③：全潰率18%、区内で被害最も著
し

芝区 三田小山町 630 2 0.46 6 1.14 5.25 1

芝区 三田同朋町 63 0.00 0.00 4.75

芝区 三田松坂町 403 0.00 0.00 4.75

芝区 三田南寺町 109 3 3.96 3.96 5.75

芝区 三田老増町 41 1 3.50 3.50 5.25 ⑥により下方修正

芝区 三田一丁目 244 0.00 0.00 4.75 2

芝区 三田二丁目 111 0.00 0.00 4.75

芝区 三田三丁目 191 1 0.75 0.75 5.25

芝区 三田四丁目 148 0.00 0.00 4.75

芝区 三田臺裏町 106 0.00 0.00 4.75

芝区 三田臺町一丁目 179 0.00 1 0.40 4.75

芝区 三田臺町二丁目 57 0.00 0.00 4.75

芝区 三田豐岡町 691 1 0.21 0.21 5.25

芝区 湊町 47 0.00 0.00 4.75

芝区 南佐久間一丁目 458 0.00 0.00 4.75

芝区 南佐久間二丁目 濱離宮に避難の際、避難路等に倒潰家屋を認めず。（北澤）　被害著し。（地調） 916 12 1.88 16 3.14 5.75 10

芝区 南濱町 瓦斯会社付近：噴砂。（地調） 49 0.00 0.00 4.75

芝区 宮本町 182 0.00 0.00 4.75

芝区 横新町 89 0.00 0.00 4.75

芝区 金杉川口町 193 0.00 9 3.35 5.25 ①：Yp考慮

芝区 金杉新濱町 8 0.00 1 8.98 5.25 2 ⑦：金杉濱町や日出町を考慮

芝区 金杉濱町 283 0.00 9 2.28 5.25 1 ①：Yp考慮

芝区 六號埋立地 5 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

芝区 品海第二砲臺 3 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

芝区 品海第三砲臺 1 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

芝区 品海第四砲臺 3 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

芝区 品海第五砲臺 1 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

芝区 品海第六砲臺 1 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

芝区 芝口河岸 17 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

芝区 金杉河岸 10 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

芝区 新堀河岸 65 0.00 1 1.11 5.25 1 ①：Yp考慮

芝区 車町河岸 4 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

芝区 水面 208 0.00 318 0.00 ⑨：判定不能

麻布区 （合計） 18746 335 2.44 149 2.98 25

麻布区 網代町 区内で被害最も著し。木造家屋は築10年内外のもの倒潰。（地調） 597 34 7.78 12 9.15 5.75 3

麻布区 飯倉片町 163 0.00 1 0.42 4.75

麻布区 飯倉町一丁目 65 0.00 0.00 4.75

麻布区 飯倉町二丁目 64 1 2.13 2.13 5.25 ⑥により下方修正

麻布区 飯倉町三丁目 106 0.00 0.00 4.75

麻布区 飯倉町四丁目 217 1 0.63 1 0.94 5.25 1

麻布区 飯倉町五丁目 521 22 5.77 5 6.42 5.75

麻布区 飯倉町六丁目 69 0.00 0.00 4.75

麻布区 市兵衛町一丁目 126 0.00 0.00 4.75

麻布区 市兵衛町二丁目 703 2 0.39 4 0.78 5.25 1

麻布区 一本松町 177 0.00 0.00 4.75

麻布区 今井町 182 2 1.50 2 2.25 5.25

麻布区 霞町 1115 0.00 2 0.12 4.75 1

麻布区 北新門前町 361 103 38.97 29 44.46 6.75 1

麻布区 北日ケ窪町 291 0.00 2 0.47 4.75 1

麻布区 材木町 244 0.00 3 0.84 4.75

麻布区 坂下町 278 1 0.49 7 2.21 5.25

麻布区 櫻田町 440 2 0.62 3 1.09 5.25

麻布区 三軒家町 146 0.00 0.00 4.75

麻布区 新網町一丁目 区内で被害最も著し。煉瓦造り村井銀行麻布支店（森元町or網代町の可能性あり）全潰。
木造家屋は築10年内外のもの倒潰。（地調）

399 44 15.06 26 19.51 6.25

麻布区 新網町二丁目 （同上） 199 9 6.18 1 6.52 5.75

麻布区 新堀町 554 0.00 2 0.25 4.75 1

麻布区 新龍土町 80 0.00 0.00 4.75

麻布区 新廣尾町一丁目 284 5 2.40 2 2.89 5.75 1

麻布区 新廣尾町二丁目 560 4 0.98 2 1.22 5.75

麻布区 新廣尾町三丁目 478 1 0.29 0.29 5.25

麻布区 竹谷町 429 1 0.32 0.32 5.25

麻布区 田島町 278 0.00 0.00 4.75

麻布区 谷町 683 0.00 5 0.50 4.75

麻布区 狸穴町 137 4 3.99 4 5.98 5.75

麻布区 箪笥町 592 15 3.46 16 5.31 5.75

麻布区 鳥居阪町 27 0.00 0.00 4.75

麻布区 永坂町 240 2 1.14 3 1.99 5.75 3

麻布区 仲ノ町 74 0.00 0.00 4.75

麻布区 西町 96 0.00 0.00 4.75

麻布区 東町 209 4 2.61 2.61 5.75

麻布区 東鳥居坂町 62 1 2.20 2.20 5.25 ⑥により下方修正

麻布区 廣尾町 428 0.00 0.00 4.75

麻布区 富士見町 459 0.00 0.00 4.75

麻布区 本村町 997 0.00 0.00 4.75 2

麻布区 三河臺町 409 1 0.33 1 0.50 5.25

麻布区 南日ヶ窪町 139 0.00 0.00 4.75

麻布区 宮下町 273 2 1.00 2 1.50 5.75 1

麻布区 宮村町 754 0.00 4 0.36 4.75 2
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付表 （つづき） （12/23） 

 
区 町丁目 補助資料による被害記述

（焼跡聴取調書など：北澤）　（被害調査報告書：地調）
世帯
数
F

全潰
棟数
HT

全潰率
％
Y

半潰
棟数
Hp

全潰率
％
Yp

震度
I

非住
家全
棟数

備考
番号は震度評価基準に対応

（F:世帯数　HT:全潰数）

麻布区 盛岡町 2 0.00 0.00 4.75 ⑦：隣接の丁町目を考慮

麻布区 森元町一丁目 （森元町その他の一区域（飯倉五、北新門前、新網一含む）で607棟中、全潰200、半潰
60、全潰率33%）（北澤）　区内で被害最も著し。木造家屋は築10年内外のもの倒潰　（地
調）

631 17 3.68 1 3.79 5.75

麻布区 森元町二丁目 （同上） 187 27 19.72 2 20.45 6.25 1

麻布区 森元町三丁目 （同上） 80 16 27.32 1 28.17 6.25

麻布区 山元町 436 1 0.31 0.31 5.25

麻布区 龍土町 387 0.00 0.00 4.75

麻布区 六本木町 319 0.00 0.00 4.75

麻布区 我善坊町 203 2 1.35 1.35 5.75

麻布区 笄町 1794 11 0.84 6 1.07 5.25 6

麻布区 北赤羽河岸 2 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

麻布区 水面 0 － － － ⑨：判定不能

赤坂区 （合計） 11387 352 3.14 236 4.20 11

赤坂区 霊南坂町 91 0.00 0.00 4.75

赤坂区 葵町 2番地：東伏見宮邸北側石塀（高さ8尺厚さ1尺）は北側道路に倒潰。（地調） 34 0.00 0.00 4.75

赤坂区 青山高樹町 615 1 0.17 0.17 5.25

赤坂区 青山三筋町一丁目 0 － － － ⑨：判定不能

赤坂区 青山三筋町二丁目 0 － － － ⑨：判定不能

赤坂区 青山南町一丁目 141 0.00 0.00 4.75 1

赤坂区 青山南町二丁目 279 0.00 0.00 4.75

赤坂区 青山南町三丁目 336 1 0.30 1 0.45 5.25

赤坂区 青山南町四丁目 煉瓦塀(W８寸H９尺Ｌ７.5間)倒潰。（地調） 155 0.00 0.00 4.75

赤坂区 青山南町五丁目 977 0.00 2 0.10 4.75

赤坂区 青山南町六丁目 857 0.00 0.00 4.75 2

赤坂区 青山六軒町 0 － － －

赤坂区 青山北町一丁目 167 0.00 0.00 4.75

赤坂区 青山北町二丁目 23 0.00 0.00 4.75

赤坂区 青山北町三丁目 143 0.00 0.00 4.75

赤坂区 青山北町四丁目 518 1 0.20 0.20 5.25 1

赤坂区 青山北町五丁目 136 0.00 0.00 4.75

赤坂区 青山北町六丁目 441 0.00 0.00 4.75 1

赤坂区 青山權田原町 11 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

赤坂区 榎坂町 212 1 0.48 0.48 5.25

赤坂区 表町一丁目 123 5 4.13 15 10.34 5.75

赤坂区 表町二丁目 153 0.00 0.00 4.75

赤坂区 表町三丁目 98 0.00 0.00 4.75 1

赤坂区 表町四丁目 36 0.00 0.00 4.75

赤坂区 新坂町 287 3 1.06 2 1.42 5.75

赤坂区 新町一丁目 震動甚しく、至る所で家屋倒潰半潰。大抵道路に向かって倒れ通行容易成らず、砂塵
濛々。0:20分頃田町四丁目、2時過ぎに新町三丁目より出火、田町一-四丁目､新町一-三
丁目の焼失地区は新町三丁目の非焼失地区より被害裂し。（新町、仲ノ町の一区域で
234棟中、全潰72、半潰45、全潰率31%)　（北澤）　　区内で被害最も著し。（地調）

96 6 6.36 2 7.42 5.75

赤坂区 新町二丁目 （同上） 194 42 22.02 25 28.57 6.25

赤坂区 新町三丁目 （同上） 408 44 10.97 21 13.58 6.25

赤坂区 新町四丁目 154 0.00 0.00 4.75

赤坂区 新町五丁目 393 20 5.18 16 7.25 5.75 1

赤坂区 田町一丁目 震動甚しく、至る所で家屋倒潰半潰。大抵道路に向かって倒れ通行容易成らず、砂塵
濛々。0:20分頃田町四丁目、2時過ぎに新町三丁目より出火、田町一-四丁目､新町一-三
丁目の焼失地区は新町三丁目の非焼失地区より被害裂し。　（北澤）　　区内で被害最も
著し。（地調）

106 52 49.89 7 53.25 6.75

赤坂区 田町二丁目 （同上） 59 16 27.58 1 28.44 6.25 1

赤坂区 田町三丁目 （同上） 63 17 27.44 11 36.32 6.25

赤坂区 田町四丁目 （同上） 116 4 3.51 19 11.84 5.75

赤坂区 田町五丁目 7番地：自宅は全面道路に15度傾斜、屋根瓦剥落、壁は殆ど振落。9番地：家屋北に向
かって道路と平行に倒潰。芸者屋待合等華奢な建物の為道路に向かって倒潰頗る多く、
塵煙しきり。（北澤）　区内で被害最も著し。（地調）

151 13 8.76 18 14.82 5.75

赤坂区 田町六丁目 芸者屋待合等華奢な建物の為道路に向かって倒潰頗る多く、塵煙しきり。（北澤）　区内で
被害最も著し。（地調）

130 4 3.13 15 9.00 5.75

赤坂区 田町七丁目 芸者屋待合等華奢な建物の為道路に向かって倒潰頗る多く、塵煙しきり。2番地：２棟道
路に向かって全潰するもその他は小傾斜或いは壁に大亀裂、屋根瓦剥落程度。第１震の
時小児を背負っていたが震動のために転倒。11番地､1番地：道路を挟んで7棟家屋倒
潰。（北澤）　区内で被害最も著し。（地調）

231 21 9.25 12 11.89 5.75

赤坂区 溜池町 電車通南側（31,32,33番地等）：殆ど全潰、半潰で、倒れざるものは相互に傾き合って僅か
にその形を保つのみ。新町三丁目に比すれば被害状況は一段甚だし。電車通北側
(30,34,35番地)：幅9尺深さ8尺の溝有り、震動激しいと察せられるが南側に比べ被害程度
軽微。（北澤）区内で被害最も著し。木造二階築10年赤坂中学（田町、新町or沖ノ町の可
能性あり）２棟全潰。（地調）

316 30 9.66 5 10.46 6.25 ③：相当する被害記述、特に「新町
三丁目より被害甚だし」を考慮

赤坂区 丹後町 458 5 1.11 8 2.00 5.75

赤坂区 仲ノ町 （新町、仲ノ町の一区域で234棟中、全潰72、半潰45、全潰率31%)　（北澤）　　区内で被害
最も著し。（地調）

301 33 11.15 24 15.20 6.25 1

赤坂区 氷川町 283 2 0.72 0.72 5.25

赤坂区 一ツ木町 426 4 0.95 7 1.79 5.75 2

赤坂区 檜町 334 6 1.83 6 2.74 5.75

赤坂区 福吉町 424 8 1.92 7 2.76 5.75

赤坂区 元赤坂町 0 － － －

赤坂区 傳馬町一丁目 155 9 5.91 4 7.22 5.75

赤坂区 傳馬町二丁目 212 0.00 1 0.24 4.75

赤坂区 傳馬町三丁目 231 4 1.76 7 3.30 5.75

赤坂区 臺町 313 0.00 0.00 4.75

赤坂区 水面 0 － － －
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付表 （つづき） （13/23） 

 
区 町丁目 補助資料による被害記述

（焼跡聴取調書など：北澤）　（被害調査報告書：地調）
世帯
数
F

全潰
棟数
HT

全潰率
％
Y

半潰
棟数
Hp

全潰率
％
Yp

震度
I

非住
家全
棟数

備考
番号は震度評価基準に対応

（F:世帯数　HT:全潰数）

四谷区 （合計） 15383 43 0.44 56 0.73 14

四谷区 愛住町 401 1 0.40 4 1.19 5.25

四谷区 旭町 806 3 0.59 3 0.88 5.25 1

四谷区 荒木町 626 4 1.01 5 1.65 5.75

四谷区 右京町 180 0.00 1 0.44 4.75

四谷区 永住町 745 4 0.85 2 1.06 5.25

四谷区 大番町 478 0.00 0.00 4.75

四谷区 尾張町 39 0.00 0.00 4.75

四谷区 霞ヶ岳町 82 0.00 0.00 4.75

四谷区 片町 被害稍大。（地調） 406 1 0.39 1 0.59 5.25

四谷区 北伊賀町 173 0.00 1 0.46 4.75 1

四谷区 麹町十一丁目 被害稍大。四谷見附：建築中の鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造半潰　（地調） 105 0.00 0.00 5.25 1 ③：被害稍大

四谷区 麹町十二丁目 236 0.00 0.00 4.75

四谷区 麹町十三丁目 107 0.00 1 0.74 4.75

四谷区 坂町 695 3 0.68 8 1.60 5.25

四谷区 左門町 491 0.00 0.00 4.75

四谷区 三光町 249 0.00 0.00 4.75 3

四谷区 七軒町 31 0.00 0.00 4.75

四谷区 忍町 148 0.00 0.00 4.75

四谷区 新宿一丁目 540 1 0.29 1 0.44 5.25 1

四谷区 新宿二丁目 593 6 1.60 6 2.41 5.75

四谷区 新宿三丁目 555 1 0.29 0.29 5.25 2

四谷区 新堀江町 89 0.00 0.00 4.75

四谷区 須賀町 183 0.00 0.00 4.75

四谷区 谷町一丁目 787 1 0.20 3 0.50 5.25

四谷区 谷町二丁目 450 0.00 0.00 4.75

四谷区 箪笥町 595 1 0.27 3 0.67 5.25

四谷区 寺町 115 0.00 0.00 4.75

四谷区 内藤町 234 0.00 0.00 4.75

四谷区 仲町一丁目 0 － － －

四谷区 仲町二丁目 57 0.00 0.00 4.75

四谷区 仲町三丁目 126 0.00 0.00 4.75

四谷区 西信濃町 120 0.00 0.00 4.75

四谷区 花園町 1209 3 0.39 5 0.72 5.25 4

四谷区 番衆町 307 1 0.52 4 1.55 5.25

四谷区 東信濃町 389 0.00 0.00 4.75

四谷区 舟町 崖の盛土崩壊住宅1棟転落。（地調） 284 1 0.56 1 0.84 5.25

四谷区 本村町 172 1 0.92 2 1.84 5.25

四谷区 南伊賀町 609 1 0.26 0.26 5.25

四谷区 南寺町 179 0.00 0.00 4.75

四谷区 南町 416 4 1.52 1 1.71 5.75

四谷区 元町 61 0.00 0.00 4.75

四谷区 平長町 34 0.00 0.00 4.75

四谷区 傳馬町新一丁目 98 2 3.23 1 4.04 5.75

四谷区 傳馬町一丁目 282 1 0.56 0.56 5.25

四谷区 傳馬町二丁目 130 1 1.22 1.22 5.25 ⑥により下方修正

四谷区 傳馬町三丁目 123 0.00 1 0.64 4.75

四谷区 鹽町一丁目 173 0.00 0.00 4.75 二,三丁目と隣接せず

四谷区 鹽町二丁目 137 0.00 0.00 4.75

四谷区 鹽町三丁目 被害稍大。（地調） 338 2 0.94 2 1.41 5.25 1

四谷区 水面 0 － － －

牛込区 （合計） 25525 236 1.31 378 2.35 37

牛込区 赤城下町 368 0.00 1 0.19 4.75

牛込区 赤城元町 131 0.00 0.00 4.75

牛込区 揚場町 122 0.00 0.00 4.75 2

牛込区 市谷加賀町一丁目 132 0.00 0.00 4.75

牛込区 市谷加賀町二丁目 283 0.00 0.00 4.75

牛込区 市谷河原田町 243 0.00 0.00 4.75

牛込区 市谷甲良町 112 0.00 0.00 4.75

牛込区 市谷左内町 区内で被害最も多し。（地調） 217 1 0.65 1 0.98 5.25 1 ③：「被害最も多し」であるが周辺
町丁目を考慮

牛込区 市谷砂土原町一丁目 32 0.00 0.00 4.75

牛込区 市谷砂土原町二丁目 63 0.00 0.00 4.75

牛込区 市谷砂土原町三丁目 130 0.00 0.00 4.75

牛込区 市谷鷹匠町 143 0.00 0.00 4.75

牛込区 市谷谷町 もみじ湯鉄筋ｺ煙突転倒。（地調） 1463 5 0.48 1 0.53 5.25

牛込区 市谷田町一－三丁目 区内で被害最も多し。倒潰煉瓦造りの主なもの武蔵野銀行。（地調） 445 6 1.90 28 6.35 5.75 2

牛込区 市谷長延寺町 150 4 3.77 4 5.65 5.75

牛込区 市谷富久町 1322 42 4.49 46 6.94 5.75

牛込区 市谷仲ノ町 167 0.00 0.00 4.75

牛込区 市谷八幡町 71 1 1.99 1.99 5.25 ⑥により下方修正

牛込区 市谷船河原町 92 0.00 2 1.53 4.75

牛込区 市谷本村町 265 0.00 0.00 4.75

牛込区 市谷薬王寺町 457 0.00 2 0.31 4.75 1

牛込区 市谷柳町 区内で被害最も多し。倒潰煉瓦造りの主なもの国民銀行。（地調） 350 4 1.61 1.61 5.75

牛込区 岩戸町 183 3 2.31 2.31 5.75

牛込区 上宮比町 100 1 1.41 1.41 5.25 ⑥により下方修正

牛込区 榎町 425 0.00 0.00 4.75

牛込区 改代町 （改代町その他の一区域（西五軒町、水道町、山吹町、（以下小石川区）小日向町、東西
古川町、小日向水道町、松ケ枝町、関口町（小石川区）等含む）で1046棟中、全潰105、半
潰171、全潰率10%）。（北澤）

353 11 4.40 20 8.40 5.75 2
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付表 （つづき） （14/23） 

 
区 町丁目 補助資料による被害記述

（焼跡聴取調書など：北澤）　（被害調査報告書：地調）
世帯
数
F

全潰
棟数
HT

全潰率
％
Y

半潰
棟数
Hp

全潰率
％
Yp

震度
I

非住
家全
棟数

備考
番号は震度評価基準に対応

（F:世帯数　HT:全潰数）

牛込区 神樂坂一－三丁目 545 0.00 2 0.26 4.75 5

牛込区 喜久井町 559 0.00 0.00 4.75

牛込区 北町 172 0.00 0.00 4.75

牛込区 北山伏町 160 0.00 0.00 4.75

牛込区 細工町 156 0.00 0.00 4.75

牛込区 肴町 倒潰煉瓦造：尾張銀行牛込支店。（地調） 174 2 1.62 2 2.43 5.75 1

牛込区 下戸塚町 192 0.00 0.00 4.75

牛込区 下宮比町 214 0.00 0.00 4.75 1

牛込区 新小川町一－三丁目 区内で被害最も多し。倒潰煉瓦造りの主なもの東電新小川町出張所。（地調） 819 4 0.69 6 1.21 5.75 ③：被害最も多し

牛込区 水道町 494 34 9.72 67 19.29 5.75

牛込区 高田町 49 0.00 4 5.76 5.25 ①：Yp考慮

牛込区 箪笥町 牛込区役所：倒潰煉瓦造。（地調） 218 0.00 0.00 4.75

牛込区 築土八幡町 208 6 4.07 1 4.41 5.75

牛込区 通寺町 483 2 0.58 11 2.19 5.25 5

牛込区 築地町 235 2 1.20 1.20 5.75

牛込区 天神町 399 10 3.54 9 5.13 5.75 1

牛込区 中里町 192 0.00 7 2.57 4.75

牛込区 中町 74 0.00 0.00 4.75

牛込区 納戸町 278 0.00 0.00 4.75

牛込区 西五軒町 区内で被害最も多し。（地調） 460 22 6.75 29 11.20 5.75

牛込区 東五軒町 区内で被害最も多し。（地調） 398 12 4.26 2 4.61 5.75

牛込区 二十騎町 107 0.00 0.00 4.75

牛込区 白銀町 256 0.00 2 0.55 4.75 1

牛込区 破損町 35 0.00 0.00 4.75

牛込区 馬場下町 241 0.00 0.00 4.75

牛込区 原町一丁目 346 0.00 0.00 4.75

牛込区 原町二丁目 286 0.00 0.00 4.75

牛込区 原町三丁目 372 0.00 0.00 4.75

牛込区 東榎町 122 0.00 0.00 4.75

牛込区 袋町 179 0.00 0.00 4.75

牛込区 拂方町 168 1 0.84 13 6.30 5.25 4

牛込区 南榎町 228 0.00 1 0.31 4.75

牛込区 南町 83 0.00 0.00 4.75

牛込区 南山伏町 109 0.00 0.00 4.75

牛込区 山吹町 区内で被害最も多し。（地調） 1563 6 0.54 33 2.03 5.75 1 ③：被害最も多し

牛込区 矢來町 1000 0.00 32 2.26 5.25 2 ①：Yp考慮

牛込区 横寺町 428 0.00 5 0.82 4.75 4

牛込区 余丁町 761 2 0.37 2 0.56 5.25

牛込区 若松町 770 0.00 0.00 4.75

牛込区 若宮町 214 0.00 1 0.33 4.75 1

牛込区 早稲田町 232 0.00 1 0.30 4.75

牛込区 早稲田鶴巻町 302番地：鉄筋ｺ煙突転倒。（地調） 2547 53 2.94 43 4.13 5.75 3

牛込区 早稲田南町 232 0.00 0.00 4.75

牛込区 市谷山伏町 106 0.00 0.00 4.75

牛込区 津久戸町 204 0.00 0.00 4.75

牛込区 辨天町 616 2 0.46 0.46 5.25

牛込区 神樂坂河岸 9 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

牛込区 水面 13 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

小石川区 （合計） 31479 129 0.58 84 0.77 24

小石川区 餌差町 区内で被害最も著し。倒潰家屋中木造家屋は2-13年の新しいものもある。（地調） 499 2 0.57 1 0.71 5.75 ③：被害最も多し

小石川区 江戸川町 338 9 3.77 3 4.40 5.75 1

小石川区 大塚上町 251 0.00 0.00 4.75

小石川区 大塚窪町 529 0.00 0.00 4.75

小石川区 大塚坂下町 1537 0.00 0.00 4.75

小石川区 大塚町 兵器支廠：煉瓦塀（W1.2尺､H9尺、L84間)倒潰　（地調） 392 0.00 0.00 4.75

小石川区 大塚辻町 132 0.00 0.00 4.75 9

小石川区 大塚仲町 878 0.00 0.00 4.75

小石川区 大原町 142 0.00 0.00 4.75

小石川区 大門町 140 0.00 0.00 4.75

小石川区 音羽町一－九丁目 994 8 1.14 5 1.50 5.75 2

小石川区 表町 854 0.00 1 0.08 4.75 2

小石川区 春日町 173 1 0.82 0.82 5.25

小石川区 金富町 217 0.00 1 0.33 4.75

小石川区 上富坂町 306 0.00 0.00 4.75

小石川区 小石川町 砲兵工廠：煉瓦造５棟倒壊、石造塀（W1尺H10尺Ｌ７町)倒潰、煉瓦造煙突崩壊（埋立地）
（地調）

0 － － 5.25 ⑦：相当する被害記述

小石川区 小日向臺町一-三丁目 606 0.00 0.00 4.75 2

小石川区 小日向水道町 区内で被害最も著し。（地調） 464 3 0.92 3 1.37 5.75 ③：被害最も著し

小石川区 小日向町 区内で被害最も著し。（地調） 500 10 2.83 5 3.54 5.75

小石川区 櫻木町 68 0.00 0.00 4.75

小石川区 三軒町 34 0.00 0.00 4.75

小石川区 清水谷町 40 0.00 0.00 4.75

小石川区 下富坂町 384 8 2.95 2.95 5.75

小石川区 新諏訪町 200 0.00 0.00 4.75

小石川区 水道町 50番地：煉瓦塀（Ｗ８寸Ｈ10尺L３２間）倒潰。（地調） 160 0.00 0.00 4.75

小石川区 水道端一丁目 258 0.00 0.00 4.75

小石川区 水道端二丁目 242 0.00 0.00 4.75

小石川区 諏訪町 477 4 1.19 4 1.78 5.75

小石川区 關口駒井町 35 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

小石川区 關口水道町 区内で被害最も著し。（地調） 512 14 3.87 5 4.57 5.75

小石川区 關口町 319 1 0.44 2 0.89 5.25
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付表 （つづき） （15/23） 

 
区 町丁目 補助資料による被害記述

（焼跡聴取調書など：北澤）　（被害調査報告書：地調）
世帯
数
F

全潰
棟数
HT

全潰率
％
Y

半潰
棟数
Hp

全潰率
％
Yp

震度
I

非住
家全
棟数

備考
番号は震度評価基準に対応

（F:世帯数　HT:全潰数）

小石川区 關口臺町 188 2 1.51 1 1.88 5.75

小石川区 雑司ヶ谷町 590 0.00 2 0.24 4.75

小石川区 掃除町 区内で被害最も著し。（地調） 708 5 1.00 8 1.80 5.75

小石川区 第六天町 251 0.00 0.00 4.75

小石川区 高田老松町 418 0.00 3 0.51 4.75

小石川区 高田豐川町 399 0.00 0.00 4.75

小石川区 武島町 262 0.00 0.00 4.75

小石川区 竹早町 696 0.00 0.00 4.75

小石川区 同心町 161 0.00 0.00 4.75

小石川区 戸崎町 区内で被害最も著し。博文館工場で鉄筋コンクリート造１棟、煉瓦造１棟倒潰。（地調） 1711 2 0.17 5 0.37 5.75

小石川区 中富坂町 164 0.00 0.00 4.75

小石川区 仲町 65 0.00 0.00 4.75

小石川区 西青柳町 107 0.00 0.00 4.75

小石川区 西江戸川町 195 2 1.45 1.45 5.75 1

小石川区 西富坂町 8 0.00 0.00 －

小石川区 西原町一丁目 46 0.00 0.00 4.75

小石川区 西原町二丁目 381 0.00 0.00 4.75

小石川区 西古川町 区内で被害最も著し。（地調） 164 2 1.73 3 3.02 5.75

小石川区 東古川町 区内で被害最も著し。（地調） 129 0.00 4 2.20 5.75 ③：被害最も著し

小石川区 西丸町 873 0.00 0.00 4.75

小石川区 白山御殿町 1768 0.00 1 0.04 4.75 1

小石川区 白山前町 296 0.00 0.00 4.75 1

小石川区 初音町 区内で被害最も著し。（地調） 668 21 4.45 5 4.98 5.75 1

小石川区 林町 1158 0.00 4 0.24 4.75

小石川区 原町 1236 0.00 0.00 4.75

小石川区 東青柳町 169 0.00 0.00 4.75

小石川区 氷川下町 1043 1 0.14 1 0.20 5.25

小石川区 久堅町 1736 0.00 2 0.08 4.75

小石川区 松ヶ枝町 区内で被害最も著し。（地調） 84 1 1.69 5 5.90 5.75

小石川区 丸山町 428 0.00 0.00 4.75

小石川区 宮下町 619 0.00 0.00 4.75

小石川区 茗荷谷町 493 4 1.15 1 1.29 5.75

小石川区 柳町 （柳町の一区域（富坂町、餌差町、初音町等含む）で650棟中、全潰83、半潰16、全潰率
13%）（北澤）　　区内で被害最も著し。（地調）

849 27 4.51 7 5.09 6.25 3 ③：全潰率13%、区内で被害最も著
し

小石川区 大和町 112 0.00 2 1.27 5.25 1 ①：Yp考慮

小石川区 指ケ谷町 1218 0.00 0.00 4.75

小石川区 駕籠町 246 2 1.15 1.15 5.25 ⑥により下方修正

小石川区 市兵衛川岸 22 0.00 0.00 4.75

小石川区 水面 35 129 0.00 84 0.00 － ⑨：判定不能

本郷区 （合計） 台地上では住宅倒壊殆どなし（地調） 26656 130 0.73 191 1.27 28

本郷区 菊坂町 706 0.00 0.00 4.75

本郷区 金助町 被害僅少で大破損又は傾斜程度。5番地：住宅（20年経過頗る貧弱）は第１回の地震で直
ちに全潰。27番地：住宅半潰 。(北澤）

392 1 0.38 2 0.76 5.25

本郷区 駒込曙町 624 2 0.48 0.48 5.25 1

本郷区 駒込淺嘉町 395 1 0.38 0.38 5.25

本郷区 駒込上富士前町 天然寺本堂半壊（土蔵築38年）。（地調） 172 0.00 0.00 4.75

本郷区 駒込追分町 604 0.00 0.00 4.75

本郷区 駒込吉祥寺町 176 0.00 0.00 4.75

本郷区 駒込坂下町 倒壊家屋は木造二階築20年以上が大部分、区内で被害最も多。（地調） 1230 16 1.95 18 3.04 5.75 1

本郷区 駒込肴町 122 0.00 0.00 4.75

本郷区 駒込千駄木町 倒壊家屋は木造二階築20年以上が大部分、区内で被害最も多。（地調） 2299 21 1.37 60 3.32 5.75 2

本郷区 駒込動坂町 1535 16 1.56 5 1.80 5.75 2

本郷区 駒込西片町 597 1 0.25 1 0.38 5.25

本郷区 駒込林町 948 0.00 0.00 4.75 1

本郷区 駒込東片町 721 0.00 0.00 4.75 1

本郷区 駒込富士前町 461 0.00 1 0.16 4.75 1

本郷区 駒込片町 270 0.00 1 0.28 4.75

本郷区 駒込蓬莱町 464 0.00 0.00 4.75

本郷区 眞砂町 715 0.00 0.00 4.75 4

本郷区 龍岡町 123 1 1.22 1.22 5.25 1 ⑥により下方修正

本郷区 田町 271 1 0.55 3 1.38 5.25 3

本郷区 妻戀町 258 0.00 0.00 4.75

本郷区 東竹町 付近、潰家は１戸も無し。渡邊裁縫女学校は被害僅少。被害は壁の亀裂又は屋根瓦の
剥落位。（北澤）

100 0.00 0.00 4.75 1

本郷区 西竹町 132 0.00 0.00 4.75

本郷区 根津藍染町 391 10 3.83 28 9.18 5.75 3

本郷区 根津須賀町 264 4 2.27 8 4.53 5.75

本郷区 根津西須賀町 103 0.00 0.00 4.75 1

本郷区 根津片町 378 7 2.77 32 9.10 5.75 2

本郷区 根津宮永町 642 4 0.93 3 1.28 5.25 1

本郷区 根津八重垣町 （根津八重垣町その他の地域（根津片町、藍染町、清水町、須賀町、千駄木町などを含
む）で、606棟の内、全潰52、半潰94、全潰率9%）。（北澤）　　倒壊家屋は木造二階築20年
以上が大部分、区内で被害最も多。（地調）

593 20 5.05 11 6.43 5.75

本郷区 春木町一丁目 228 0.00 0.00 4.75

本郷区 春木町二丁目 352 0.00 0.00 4.75

本郷区 春木町三丁目 186 0.00 1 0.40 4.75

本郷区 本郷一丁目 （所在丁目不明）本郷明神社：灯籠2転倒（地調） 115 0.00 1 0.65 4.75

本郷区 本郷二丁目 143 0.00 0.00 4.75

本郷区 本郷三丁目 101 0.00 0.00 4.75

本郷区 本郷四丁目 325 0.00 0.00 4.75 1

本郷区 本郷五丁目 211 0.00 0.00 4.75
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世帯
数
F
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棟数
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全潰率
％
Y

半潰
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全潰率
％
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震度
I

非住
家全
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備考
番号は震度評価基準に対応

（F:世帯数　HT:全潰数）

本郷区 本郷六丁目 182 0.00 0.00 4.75

本郷区 本富士町 72 0.00 0.00 4.75

本郷区 丸山新町 192 0.00 0.00 4.75

本郷区 丸山福山町 253 0.00 0.00 4.75

本郷区 向ヶ岡彌生町 310 0.00 0.00 4.75

本郷区 元町一丁目 倒潰家屋なく大体に於いて大破損又は傾斜。23,24,25番地：傾斜せる家屋有り。1番地：松
平頼壽邸煉瓦塀が歩道へ約１尺突出。13番地：高さ12尺の煉瓦塀道路へ3尺崩壊突出。
2番地：小柴病院内に直径6尺深さ6尺位の陥落した所有り。1,2,3番地：道路長15間幅3尺
位神田川へ落下。7番地：道路長さ15間位深さ1-3尺断層する。（北澤）

297 0.00 0.00 4.75

本郷区 元町二丁目 806 0.00 0.00 4.75

本郷区 森川町 658 0.00 0.00 4.75

本郷区 湯島梅園町 29 0.00 0.00 4.75

本郷区 湯島切通坂町 215 0.00 0.00 4.75

本郷区 湯島切通町 10 0.00 0.00 4.75 ⑦：湯島天神被害無し

本郷区 湯島三組町 676 0.00 0.00 4.75

本郷区 湯島新花町 被害僅少で大破損又は傾斜程度。34番地：土蔵は外壁剥落し道路中央まで3尺突出。89
番地：土蔵は道路中央へ倒潰。72番地：煉瓦塀（高さ6尺）は前面道路へ倒潰。97番地：煉
瓦塀（高さ9尺）は前面道路へ倒潰。98番地：地下より噴水。88番地：長陽館（宿）3階建は
被害皆無で僅かに壁の亀裂程度。（北澤）

696 1 0.21 2 0.43 5.25

本郷区 湯島同朋町 69 0.00 0.00 4.75

本郷区 湯島兩門町 135 0.00 0.00 4.75

本郷区 弓町一丁目 359 2 0.83 0.83 5.25

本郷区 弓町二丁目 295 5 2.54 1 2.79 5.75

本郷区 駒込明神町 7番地：煉瓦塀(W4寸H7．6尺Ｌ60尺)倒。（地調） 1781 12 1.01 5 1.22 5.75

本郷区 根津清水町 113 3 3.97 4 6.62 5.75

本郷区 湯島一丁目 潰家１戸も無し。18番地：住宅後方より高さ10尺位の土塊家内に押し入る。14番地：住宅
に土塊入りたれど人畜被害無し。湯島（電車通）の土塀は約80間道路へ倒壊。建物の傾
斜方向は概ね南方。一般に壁の亀裂または傾斜位に止まる。（北澤）

152 0.00 0.00 4.75

本郷区 湯島二丁目 1 0.00 0.00 4.75 ⑦：湯島1,4-6丁目を考慮

本郷区 湯島三丁目 3 0.00 0.00 4.75 ⑦：湯島1,4-6丁目を考慮

本郷区 湯島四丁目 305 0.00 0.00 4.75

本郷区 湯島五丁目 57 0.00 0.00 4.75

本郷区 湯島六丁目 207 0.00 0.00 4.75

本郷区 湯島天神町一丁目 （一-三丁目区別無し）湯島小：木造3階建被害僅少。湯島天神：被害なし。/  29番地：2階
建下宿屋は被害無し。49番地：被害無し。51番地：被害無し。（北澤）

583 2 0.51 2 0.77 5.25 1

本郷区 湯島天神町二丁目 28番地：長屋（4戸建）は南方へ大傾斜（傾斜は一般に南の方向）（北澤） 226 0.00 1 0.33 4.75 1

本郷区 湯島天神町三丁目 １番地：櫻湯の塀は全部倒壊圧死者１。6番地：萬世軒3階建物は被害無し、都鳥3階建は
被害無し、生光亭も同じく被害無し。（北澤）

444 0.00 1 0.17 4.75

本郷区 臺町 183 0.00 0.00 4.75

本郷区 水面 0 － － － ⑨：判定不能

下谷区 （合計） 42147 695 2.42 715 3.66 79

下谷区 池ノ端七軒町 倒壊家屋は木造二階築20年以上が大部分 (地調） 842 16 2.78 11 3.74 5.75 5

下谷区 池ノ端仲町 98 0.00 0.00 4.75

下谷区 入谷町 311番地：付近は古家多く道路に向かって半潰又は大傾斜するもの少なからず。155番地
正覺寺：付近は一般に全潰半潰多し。山門は南に向かって倒潰し、本堂又は庫裏も同方
向に15度傾斜。境内の本堂又は庫裏等全部南方に倒潰。地盤軟弱震度大。382番地：付
近は一般に全潰殆どなく。（北澤）　　倒潰最も激甚し。（地調）

6462 98 2.22 177 4.23 5.75 6

下谷区 上車坂町 屋根瓦所々剥落し壁に亀裂程度で全潰家屋無し。57,59番地：岩倉鉄道学校の門柱被害
無し、煉瓦壁に小亀裂、大谷石積み倉庫屋根瓦のみの被害。（北澤）　　自動車会社：鉄
筋ｺ造（焼失）、一般に不燃の外廊残るが亀裂も見あたら無いことが多い。（地調）

494 0.00 0.00 4.75

下谷区 上野北大門町 73 0.00 0.00 4.75

下谷区 上野公園地 倒潰家屋殆ど無し。大仏像頭部落下。徳川第一御廟石塀(15m)倒潰。凌雲橋付近南約一
丁にある石垣90m全潰。（地調）　。帝国博物館：　煉瓦造、玄関上の屋根瓦滑落、玄関上
部の煉瓦塀20間破損。東照宮：燈籠435基中40基不転倒（92%転倒)。徳川御廟：燈籠60%
転倒。不忍辨天：　石燈籠１基転倒有り。慈眼堂東方墓地：150基中８基不転倒(95%転
倒)。（地調）

40 0.00 0.00 5.25 ⑧：灯籠の転倒状況

下谷区 上野櫻木町 640 0.00 0.00 4.75 2

下谷区 上野花園町 201 1 0.73 1 1.09 5.25 1

下谷区 上野廣小路 55 0.00 0.00 4.75

下谷区 上野町一丁目 102 0.00 0.00 4.75

下谷区 上野町二丁目 228 0.00 0.00 4.75

下谷区 上野南大門町 表通の家屋は瓦の剥落位の被害。裏側には古い小住家有り、所々に全潰半潰の家屋を
認める。（北澤）

115 12 15.29 7 19.75 6.25

下谷区 上野三橋町 全潰家屋認められず所々に大傾斜を認む。（北澤） 54 0.00 0.00 4.75

下谷区 上野元黒門町 72 0.00 0.00 4.75

下谷区 上野山下町 上野停車場：煉瓦造（焼失）、一般に煉瓦造りは大破しているが、礎石、残存壁に震害と
見富むべき異変の跡なく、多くは猛火の熱により大破と推定。（地調）

31 0.00 0.00 4.75

下谷区 御徒町一－三丁目 一－二丁目：土蔵石造等は全部倒潰。古家所々に半潰あるいは全潰。普通の木造は屋
根瓦剥落し壁に小亀裂程度。御徒町小学校：煉瓦塀中央部崩潰、被害は屋根瓦のみ。三
丁目：古住家倒潰するも普通の住家は瓦剥落、壁に大亀裂程度。（北澤）

2485 12 0.71 14 1.12 5.25

下谷区 金杉上町 震動激しく全潰半潰の家屋多くその方向は殆ど道路に向かって倒潰又は傾斜。13番地：
全潰半潰多く、大抵路地（南東）に平行して将棋倒し。坂本四丁目に比べ震度大。（北澤）
倒潰最も激甚し。（地調）

1188 100 12.33 139 20.90 6.25 4

下谷区 金杉下町 91番地：付近に半潰多く大部分は道路に向かって傾斜。149番地：土蔵の壁土殆ど剥落、
普通の住家は屋根瓦の被害、壁小亀裂に止まる。小住家１棟半潰。（北澤）　倒潰最も激
甚し。（地調）

2040 35 2.51 64 4.81 5.75

下谷区 上根岸町 740 1 0.20 1 0.30 5.25 1

下谷区 茅町一、二丁目 171 0.00 1 0.43 4.75

下谷区 北稲荷町 全潰家屋認められず所々に大傾斜を認む。（北澤）　　墓石転倒60%（地調） 341 0.00 0.00 5.25 ⑧：墓石の転倒状況

下谷区 車坂町 古家倒潰するも普通の住家は瓦剥落、壁に大亀裂程度。（北澤） 663 5 1.10 2 1.33 5.75

下谷区 五條町 11 0.00 0.00 4.75
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下谷区 坂町 表通の家屋は瓦の剥落位の被害。裏側には古い小住家有り、所々に全潰半潰の家屋を
認める。（北澤）

132 4 4.44 4.44 5.75

下谷区 坂本裏町 36 0.00 0.00 4.75

下谷区 坂本町一丁目 206 0.00 0.00 4.75

下谷区 坂本町二丁目 200 0.00 3 1.10 5.25 ①：Yp考慮

下谷区 坂本町三丁目 根岸変電所（煉瓦造3階建）壁亀裂東西の両側に生じる。（北澤） 128 0.00 0.00 4.75

下谷区 坂本町四丁目 13番地：近傍の土蔵は概ね壁剥落、普通の家は屋根瓦のみの被害。（北澤） 213 0.00 0.00 4.75

下谷区 下車坂町 屋根瓦所々剥落し壁に亀裂程度で全潰家屋無し。（北澤） 383 1 0.38 0.38 5.25

下谷区 下谷町一、二丁目 全潰家屋認められず所々に大傾斜を認む。（北澤） 173 0.00 0.00 4.75

下谷区 下根岸町 539 12 3.26 9 4.48 5.75 2

下谷区 新坂本町 373 0.00 16 3.14 5.25 ①：Yp考慮

下谷区 善養寺町 4 0.00 0.00 4.75 ⑦：隣接の坂本町や桜木町を考慮

下谷区 竹町 土蔵石造等は全部倒潰。古家所々に半潰あるいは全潰。普通の木造は屋根瓦剥落し壁
に小亀裂程度。（北澤）

2407 48 2.92 12 3.29 5.75

下谷区 箪笥町 50 0.00 0.00 4.75

下谷区 長者町一丁目 173 0.00 0.00 4.75

下谷区 長者町二丁目 171 0.00 0.00 4.75

下谷区 同朋町 82 0.00 0.00 4.75

下谷区 仲御徒町一丁目 倒潰家屋を認めず。（北澤） 763 0.00 0.00 4.75

下谷区 仲御徒町二丁目 倒潰家屋を認めず。（北澤） 489 0.00 0.00 4.75

下谷区 仲御徒町三丁目 380 0.00 0.00 4.75

下谷区 仲御徒町四丁目 全潰家屋認められず所々に大傾斜を認む。（北澤） 490 0.00 0.00 4.75

下谷区 中根岸町 西念寺：築100年以上著しく傾斜（10度）。（地調） 649 21 4.74 8 5.64 5.75 3

下谷区 西黒門町 16番地：住家は外壁（化粧煉瓦）全部剥落。（北澤） 472 0.00 0.00 4.75

下谷区 西町 959 0.00 0.00 4.75

下谷区 二長町 1326 0.00 0.00 4.75

下谷区 東黒門町 286 3 1.54 1.54 5.75

下谷区 萬年町一丁目 大被害なきがごとく。（北澤） 422 0.00 1 0.17 4.75

下谷区 萬年町二丁目 屋根瓦所々剥落し壁に亀裂程度で全潰家屋無し。（北澤） 613 0.00 0.00 4.75

下谷区 南稲荷町 古家倒潰するも普通の住家は瓦剥落、壁に大亀裂程度。（北澤） 1152 42 5.34 5.34 5.75

下谷区 三ノ輪町 66,67,68番地：平屋4棟東北に倒潰。同番地より北方には大なる被害無し。（北澤）　電車
車庫：鉄筋ｺ造（焼失）一般に不燃の外廊残るが亀裂も見あたら無いことが多い。倒潰最も
激甚し。（地調）

1259 15 1.75 12 2.44 5.75 1

下谷区 谷中上三崎北町 倒潰家屋殆ど無し　瓦滑落も稀、柱時計も止らず。（北澤） 63 0.00 1 1.16 5.25 1 ①：Yp考慮

下谷区 谷中三崎町 （同上） 449 0.00 9 1.47 5.25 1 ①：Yp考慮

下谷区 谷中上三崎南町 （同上） 189 0.00 0.00 4.75 4

下谷区 谷中坂町 （同上）／　一乗寺：煉瓦塀に亀裂　（地調） 301 3 1.46 2 1.95 5.75 5

下谷区 谷中清水町 （同上） 340 2 0.86 2 1.29 5.25

下谷区 谷中眞島町 （同上） 341 1 0.43 9 2.36 5.25 1

下谷区 谷中茶屋町 （同上） 85 0.00 0.00 4.75

下谷区 谷中町 （同上） 68 0.00 0.00 4.75

下谷区 谷中天王寺町 （同上）／谷中墓地：転倒殆ど無し（天王寺付近に８基転倒）。（地調） 128 0.00 1 0.57 4.75

下谷区 谷中初音町一ｰ四丁目 （同上） 1581 7 0.65 6 0.93 5.25

下谷区 山伏町 道路に向かって傾斜する家屋所々に見受けられる。（北澤） 907 2 0.32 17 1.70 5.25 3

下谷区 龍泉寺町 12番地：付近は小住宅多く構造材も良からず道路に向かって倒潰するものが多し。被害
小なものでも屋根瓦は全部剥落し壁は亀裂等免れられず。地盤軟弱震度大（泉龍寺町の
一小区域で、94棟の内、全潰16、半潰28、全潰率17%)。（北澤）　　倒潰最も激甚し。強震
後15分発火下谷区内に拡がる。（地調）

4667 254 7.97 190 10.96 6.25 39 ③：全潰率17%、倒潰最も激甚

下谷区 練塀町 711 0.00 0.00 4.75

下谷区 數寄屋町 124 0.00 0.00 4.75

下谷区 豐住町 517 0.00 0.00 4.75

下谷区 水面 0 － － － ⑨：判定不能

浅草区 57971 2131 7.00 2038 10.34 130

浅草区 浅草公園地 比較的被害僅少で半潰傾斜位（浅草公園全体、仲見世含む）。（北澤）稜雲閣：（煉瓦造り
12階）：9階以上崩壊。浅草郵便局：煉瓦造（焼失）、一般に煉瓦造りは大破しているが、礎
石、残存壁に震害と見富むべき異変の跡なく、多くは猛火の熱により大破と推定。傳法
院：焼失せず。木造、一部瓦落下壁潰落，傾斜せず。浅草観音：焼失せず。木造本堂諸
建物、瓦落下のもの少なし．大灯籠六基転倒。（地調）

370 5 2.57 9 4.89 5.75 1

淺草区 阿部川町 東本願寺付近：墓石転倒60%。（地調） 1073 0.00 0.00 5.25 ⑧：墓石の転倒状況

浅草区 新谷町 非焼失民家４７戸（木造２階）瓦墜落せる所あり、外壁土潰落、傾斜７度内外、墓石転倒
30%。（地調）　　體育ｽｹｰﾄ場：焼失せず。木造、瓦墜落せる所あり、外壁土潰落、傾斜７度
内外。電車車庫：鉄筋ｺ造（焼失）、一般に不燃の外廊残るが亀裂も見あたら無いことが多
い （地調）

630 10 3.02 8 4.23 5.75

浅草区 今戸町 80番地：住宅道路に向かって全潰、通行できず。（北澤）　　　　　非焼失民家１２戸（木造２
階）、屋根瓦，壁破損有るのみ，土蔵破損の跡無しが普通（非焼失より）。墓石転倒10%以
下。慶養寺：木造鐘楼のみ焼失せず。廣樂寺：木造焼失せず。八幡神社：火災区域の唯
一の転倒鳥居。今戸橋：火災により鉄材は飴細工の様。（地調）

1015 27 5.06 17 6.66 5.75 3

淺草区 上平衛門町 89 0.00 0.00 4.75

浅草区 馬道町一丁目 324 4 2.35 11 5.58 5.75

浅草区 馬道町二丁目 170 7 7.84 22 20.15 5.75 2

浅草区 馬道町三丁目 163 0.00 10 5.84 4.75 4

淺草区 馬道四丁目 148 0.00 0.00 4.75

浅草区 馬道町五丁目 121 1 1.57 1.57 5.25 ⑥により下方修正

淺草区 馬道六丁目 604 0.00 0.00 4.75

浅草区 馬道町七丁目 比較的被害僅少で半潰傾斜位。（北澤） 576 0.00 0.00 4.75

浅草区 馬道町八丁目 584 1 0.33 2 0.65 5.25

浅草区 榮久町 7番地：龍寶寺は東西へ分裂倒壊。63番地：商家は腰折れ全潰。（北澤） 725 3 0.79 6 1.57 5.25

浅草区 永住町 東本願寺付近：墓石転倒60%。（地調） 1006 1 0.19 14 1.51 5.25

淺草区 老松町 112 0.00 0.00 4.75

淺草区 御蔵前片町 114 0.00 0.00 4.75

浅草区 亀岡町一丁目 （丁目不明）墓石転倒10%以下。（地調）　電車通は被害僅少。全潰稀で被害比較的僅少。 120 8 12.69 29 35.68 6.25

浅草区 亀岡町二丁目 電車通は被害僅少。全潰稀で被害比較的僅少。72番地：垂直に潰れたり。（北澤） 282 0.00 90 30.37 6.25 ③：Ypを一丁目、三丁目と比較
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付表 （つづき） （18/23） 

 
区 町丁目 補助資料による被害記述

（焼跡聴取調書など：北澤）　（被害調査報告書：地調）
世帯
数
F

全潰
棟数
HT

全潰率
％
Y

半潰
棟数
Hp

全潰率
％
Yp

震度
I

非住
家全
棟数

備考
番号は震度評価基準に対応

（F:世帯数　HT:全潰数）

浅草区 亀岡町三丁目 電車通は被害僅少。全潰稀で被害比較的僅少。（北澤） 237 17 13.65 15 19.67 6.25

淺草区 茅町一丁目 63 0.00 0.00 4.75

淺草区 茅町二丁目 121 0.00 0.00 4.75

淺草区 瓦町 367 0.00 0.00 4.75

浅草区 象潟町 小松橋通10番地：付近の建物は第１震で前面道路へ倒壊道路を閉鎖。（北澤）　　　富士
前小学校：鉄筋煉瓦造（焼失）、一般に煉瓦造りは大破しているが、礎石、残存壁に震害
と見富むべき異変の跡なく、多くは猛火の熱により大破と推定、地震直後多くの罹災者を
収容していた程、震動では殆ど被害無しと推定。象潟警察署：鉄筋ｺ造（焼失）、一般に不
燃の外廊残るが亀裂も見あたら無いことが多い。（地調）

520 2 0.73 2 1.10 5.25

浅草区 北清島町 53番地報恩寺：瓦銅線で留め１枚も落下せず。（北澤）　　東本願寺付近：墓石転倒60%。
（地調）

1023 2 0.37 0.37 5.25

浅草区 北田原町 94 0.00 5 5.06 5.25 3 ①：Yp考慮

浅草区 北富坂町 17番地：12戸長屋（築40年）は第1震で北方に倒壊し前面道路へ3尺突出。小破損多く、大
なるものなし。（北澤）

671 0.00 1 0.14 5.25 1 ②：相当する被害記述

浅草区 北仲町 比較的被害僅少で半潰傾斜位（北表町との記述もあるが、北仲町の近辺だと思われるが
対応する町無し）。（北澤）

184 0.00 3 1.55 5.25 ①：Yp考慮

浅草区 北三筋町 1001 1 0.19 4 0.57 5.25

淺草区 北元町 174 0.00 0.00 4.75

浅草区 北松山町 東本願寺付近：墓石転倒60%。（地調） 278 2 1.37 1 1.71 5.25 ①：Yp考慮と⑧：墓石の転倒状況

浅草区 金龍寺瓦町 196 3 2.91 4 4.85 5.75

淺草区 黒船町 205 0.00 0.00 4.75

浅草区 光月町 742 153 39.24 74 48.73 6.75

浅草区 小島町 1817 2 0.21 16 1.05 5.25

浅草区 壽町 半潰家屋4,5戸、倒潰方向は西で前面道路に3,4尺突出。他は大破損小破損家屋のみ。
（北澤）

834 0.00 0.00 5.25 4 ②：相当する被害記述

浅草区 駒形町 57番地：第1震で前面道路へ約１尺突出。その他は傾斜および小破損位。10番地：木造3
階建被害僅少。26番地：3階家屋被害なし。31番地：東海銀行木骨煉瓦造3階被害僅少。
一般に西北方に倒壊傾斜。（北澤）　　　震害による煉瓦煙突（５間）中央で切断１。（地調）
駒形劇場：鉄筋ｺ造（焼失）、一般に不燃の外廊残るが亀裂も見あたら無いことが多い。厩
橋：木材部は焼失、橋脚に異常無し、東畔で水道鉄管に亀裂（巡回時鉄板で閉塞）。（地
調）

257 0.00 1 0.37 4.75 2

浅草区 材木町 128 1 1.49 1.49 5.25 ⑥により下方修正

淺草区 榊町 8 0.00 0.00 4.75 ⑦：周辺町丁目を考慮

淺草区 猿屋町 531 0.00 0.00 4.75

浅草区 猿若町一丁目 232 0.00 2 0.82 4.75

浅草区 猿若町二丁目 157 0.00 18 10.91 5.25 ①：Yp考慮

浅草区 猿若町三丁目 125 0.00 1 0.76 4.75

浅草区 三間町 360 6 3.17 3.17 5.75

浅草区 山谷町 886 22 4.73 16 6.44 5.75

淺草区 下平衛門町 137 0.00 0.00 4.75

浅草区 七軒町 445 3 1.28 5 2.35 5.75

淺草区 芝崎町 362 0.00 0.00 4.75

浅草区 聖天町 待乳山本龍院：燈籠二基転倒。（地調） 440 0.00 13 2.81 4.75 2

浅草区 聖天横町 296 8 5.14 16 10.29 5.75

淺草区 新片町 80 0.00 0.00 4.75

淺草区 新猿屋町 107 0.00 0.00 4.75

淺草区 新須賀町 35 0.00 0.00 4.75

浅草区 新畑町 127 0.00 1 0.75 4.75

淺草区 新旅籠町 203 0.00 0.00 4.75

浅草区 新福井町 22番地：木造2階北方に半潰。いずれも北方に倒壊し、道路上3尺突出。全家屋中僅かの
被害あるのみ。他は土蔵の亀裂位。（北澤）

634 2 0.60 0.60 5.25

淺草区 新福富町 588 0.00 0.00 4.75

浅草区 新森田町 26 1 7.32 7.32 5.25

浅草区 神吉町 896 0.00 2 0.21 4.75

浅草区 新吉原揚屋町 倒潰最も激甚し。（北澤）　仲ノ町通りでは全潰稀で僅かに傾斜家屋あるのみ。（北澤） 84 15 33.98 30 67.96 6.75

浅草区 新吉原江戸町一丁目 倒潰最も激甚し。（北澤） 118 12 19.35 61 68.54 6.25

浅草区 新吉原江戸町二丁目 倒潰最も激甚し。（北澤） 104 29 53.06 32 82.34 6.75

浅草区 新吉原角町 倒潰最も激甚し。（北澤）　全潰5分、半潰3分、傾斜2分位。（北澤） 82 0.00 0.00 6.75 ③：全潰率、倒潰最も激甚

浅草区 新吉原京町一丁目 倒潰最も激甚し。（北澤）　1-3番地：被害僅少。4-10,13,15,16,27,32番地：家屋道路へ全
潰。8分通全潰、2分半潰。（北澤）

78 0.00 0.00 6.75 ③：倒潰最も激甚

浅草区 新吉原京町二丁目 倒潰最も激甚し。（北澤）　地震5分後6番地より出火、2時間位で吉原は焦土と化した。8分
通全潰、2分半潰。家屋は前面道路に向かって全潰、皆屋根上歩行。（北澤）

79 25 60.22 4 65.04 6.75

浅草区 新吉原五十間町 倒潰最も激甚し。（北澤） 47 0.00 1 2.02 6.25 ③：倒潰最も激甚、隣接する江戸
町一丁目も考慮

淺草区 諏訪町 倒潰最も激甚。（地調） 212 0.00 0.00 4.75

浅草区 千束町一丁目 （丁目不明）電車車庫：傾斜など特に異常なし。（地調）　　倒潰最も激甚。（地調）　（千束
町一丁目の小区域で68棟のうち全潰34、半潰20、全潰率50%)（北澤）

2652 283 20.31 231 28.60 6.25

浅草区 千束町二丁目 　241,242,249,250－254,262,265,268番地：付近の建物は何れも道路中央迄突出倒壊。全
潰家屋多数。十二階下14-16番地：家屋何れも全潰、十二階も崩壊、圧死者多数。
36,142,143,139,138,137番地：比較的被害僅少で半潰傾斜位。（北澤）　　倒潰最も激甚。
（地調）

2982 144 9.19 157 14.20 5.75

浅草区 千束町三丁目 55,51,52,50番地：住家何れも南方道路へ倒壊。1-10番地：比較的被害僅少で半潰傾斜
位。（北澤）　倒潰最も激甚。（地調）

1451 59 7.74 58 11.54 5.75

浅草区 高原町 東本願寺付近：墓石転倒30%。（地調） 253 0.00 0.00 4.75 1

浅草区 田島町 東本願寺付近：墓石転倒30%。（地調） 1004 0.00 5 0.47 4.75

浅草区 田中町 倒潰最も激甚。（地調） 2852 438 29.23 183 35.33 6.25 73

浅草区 田町一丁目 1195 17 2.71 13 3.74 5.75

浅草区 田町二丁目 333 5 2.86 22 9.14 5.75 2
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区 町丁目 補助資料による被害記述

（焼跡聴取調書など：北澤）　（被害調査報告書：地調）
世帯
数
F

全潰
棟数
HT

全潰率
％
Y

半潰
棟数
Hp

全潰率
％
Yp

震度
I

非住
家全
棟数

備考
番号は震度評価基準に対応

（F:世帯数　HT:全潰数）

浅草区 玉姫町 7番地：全潰家屋多し。113番地：長屋は道路に向かって約2間突出倒壊。85番地：住家は
道路に向かって約1間突出、東方へ全潰。124-107番地：家屋滅茶滅茶に全潰。31番地：
日本護謨製造株式会社石垣（高さ三間）崩壊、付近の家屋将棋倒し。126番地：東京職業
紹介所および長屋は両妻煉瓦崩壊垂直に押し潰される、幼稚園倒壊。82番地：商家南西
に倒壊。113番地先：幅４寸長さ10間の亀裂、建物は東南方へ全潰半潰傾斜するもの多
し。（北澤）

1544 294 36.24 282 53.61 6.75

淺草区 田原町一丁目 173 0.00 0.00 4.75

淺草区 田原町二丁目 283 0.00 0.00 4.75

淺草区 田原町三丁目 45 0.00 0.00 4.75

浅草区 地方今戸町（官有も含） 1560 161 19.64 154 29.03 6.25 4

淺草区 茶屋町 28 0.00 0.00 4.75

淺草区 並木町 震害による煉瓦煙突（12間）倒潰１。（地調） 82 0.00 0.00 4.75

浅草区 西鳥越町 1376 4 0.55 1 0.62 5.25 1

淺草区 西仲町 234 0.00 0.00 4.75

浅草区 西三筋町 558 2 0.68 3 1.19 5.25 1

浅草区 橋場町 非焼失民家４４０戸（木造２階）、屋根瓦，壁破損有り，土蔵破損の跡無きが普通（非焼失
より）。（地調）

2400 138 10.94 189 18.44 6.25 14

淺草区 旅籠町一丁目 91 0.00 0.00 4.75

淺草区 旅籠町二丁目 63 0.00 0.00 4.75

淺草区 八幡町 112 0.00 0.00 4.75

浅草区 花川戸町 神谷傳兵衛商店：鉄筋ｺ造、一般に不燃の外廊残るが亀裂も見あたら無いことが多い。吾
妻橋：木材部は焼失、橋脚に異常無し。（地調）

660 1 0.29 1 0.43 5.25

浅草区 東仲町 比較的被害僅少で半潰傾斜位。（北澤） 246 0.00 0.00 4.75

淺草区 東町 160 0.00 0.00 4.75

浅草区 東三筋町 389 0.00 2 0.49 4.75

浅草区 左衛門町 330 0.00 0.00 4.75 1

淺草区 福井町一丁目 467 0.00 0.00 4.75

淺草区 福井町二丁目 101 0.00 0.00 4.75

淺草区 福井町三丁目 129 0.00 0.00 4.75

淺草区 福富町 205 0.00 0.00 4.75

浅草区 松清町 40番地：東本願寺は北側へ屋根瓦全部落下。（北澤）東本願寺付近：墓石転倒30%。。（地 215 0.00 0.00 4.75

浅草区 松葉町 東本願寺付近：墓石転倒60%。（地調） 1480 2 0.26 1 0.32 5.25 3

淺草区 南清島町 東本願寺付近：墓石転倒60%。（地調） 75 0.00 0.00 5.25 ⑧：墓石の転倒状況

浅草区 南富坂町 被害僅少で大破損又は小破損位。北方に傾斜。７番地：長屋は第1震で北方に倒壊前面
道路に6尺突出。圧死者1名。（北澤）

74 0.00 0.00 4.75

浅草区 南松山町 東本願寺付近：墓石転倒60%。（地調） 242 0.00 1 0.39 5.25 ⑧：墓石の転倒状況

浅草区 南元町 南元町警察庁舎木造煉瓦2階建被害なし。地震と同時に机下に身を潜めたが机が南方
へ倒れた。（北澤）

320 0.00 0.00 4.75

淺草区 三好町 86 0.00 0.00 4.75

浅草区 向柳原町一丁目 1248 1 0.15 0.15 5.25

淺草区 向柳原町二丁目 785 0.00 0.00 4.75

浅草区 元鳥越町 519 0.00 1 0.18 4.75

浅草区 元吉町 12番地：住家全潰。（北澤）　倒潰最も激甚。（地調） 460 38 15.72 10 17.79 6.25

浅草区 森下町 126番地：住宅北方へ倒壊。（北澤）　倒潰家屋多。（地調） 578 20 6.58 9 8.07 5.75 2

淺草区 森田町 126 0.00 0.00 4.75

淺草区 山川町 41 0.00 0.00 4.75

浅草区 山ノ宿町 398 0.00 1 0.24 4.75 2

浅草区 吉野町 電車通は被害僅少。全潰稀で被害比較的僅少。72番地：垂直に潰れたり（北澤）　豊国銀
行：焼失せず、鉄筋煉瓦造３階、旧体を損することなく強震時も窓硝子破損少なしとのこ
と。（地調）

1102 52 8.98 98 17.44 5.75

淺草区 須賀町 248 0.00 0.00 4.75

浅草区 淺草町 45,75番地：電車通へ6尺突出倒壊方向東。（北澤） 1295 99 14.55 70 19.69 6.25 4

淺草区 水面 104 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

本所区 56768 4247 15.54 4421 23.63 472 小泉町の550は全潰住家の合計に
入れ、非住家の合計から除く

本所区 相生町一丁目 96 5 10.82 6 17.31 5.75

本所区 相生町二丁目 130 0.00 0.00 5.75

本所区 相生町三丁目 295 1 0.70 0.70 5.75

本所区 相生町四丁目 352 0.00 0.00 5.75

本所区 相生町五丁目 332 6 3.75 3 4.69 5.75

本所区 荒井町 544 0.00 55 10.50 5.25 ①：Yp考慮

本所区 入江町 410 27 13.68 267 81.31 6.25

本所区 石原町 1476 13 1.83 50 5.35 5.75 5

本所区 永倉町 全潰戸数20戸、半潰100戸東北のもの多く歩道上を越えて車道に倒れる。圧死20名その
他230名。（北澤）

439 46 21.76 73 39.03 6.25

本所区 押上町 117番地先より小村井に通じる道路に6丁の大亀裂。倒潰家屋少なく半潰又は大破のもの
多し。その他（向島押上町も含む）倒潰家屋は少なく半潰又は大破損のもの多し。圧死者
4名。（北澤）　　　倒潰家屋多し。（地調）

2581 346 27.84 296 39.75 6.25 45

本所区 表町 1338 10 1.55 159 13.89 5.75 1

本所区 茅場町一丁目 40 0.00 0.00 5.75

本所区 茅場町二丁目 17 0.00 0.00 5.75

本所区 茅場町三丁目 被害著し。（地調） 605 15 5.15 50 13.73 5.75 21

本所区 菊川町一丁目 被害著し。（地調） 466 10 4.46 43 14.04 5.75

本所区 菊川町二丁目 　80番地：付近道路に平行し倒潰。43番地：付近傾斜の家屋多し。この辺古き家屋多し／
80番地：概して大破損の程度のもの多く。42番地に3戸建長屋1棟と道路に平行し倒潰。
（北澤）　被害著し。（地調）

1202 180 31.10 78 37.84 6.75 6

本所区 北新町 540 0.00 5 0.96 5.25 ①：Yp考慮

本所区 北二葉町 1242 0.00 7 0.59 4.75 3

本所区 錦糸町 336 8 4.95 4 6.18 5.75

本所区 小泉町 520 － － 6.25 550 ③550棟は、商店、工場、医院、宿
屋とある。商店も含まれていること
を考慮

④⑦：合計Y=4.7%（F=662,HT=15)
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付表 （つづき） （20/23） 

 
区 町丁目 補助資料による被害記述

（焼跡聴取調書など：北澤）　（被害調査報告書：地調）
世帯
数
F

全潰
棟数
HT

全潰率
％
Y

半潰
棟数
Hp

全潰率
％
Yp

震度
I

非住
家全
棟数

備考
番号は震度評価基準に対応

（F:世帯数　HT:全潰数）

本所区 小梅瓦町 419 50 24.79 40 34.70 6.25 15

本所区 小梅業平町 406 0.00 25 6.39 5.25 6 ①：Yp考慮

本所区 清水町 261 0.00 0.00 4.75

本所区 新小梅町 小梅町源森橋派出所に通ずる道路両側の家屋は第１震で道路に倒潰。いずれも築20年
位。一般家屋の倒潰方向は北の方。死者約100名（小梅町も含む）。2番地：長さ約6間の
大亀裂を生じた。（北澤）　徳川邸：焼跡で礎石や残壁に震害の異変なく，残存倉庫も被害
ほとんど無し。（地調）

552 70 26.34 77 40.83 6.25 14

本所区 外手町 45番地：一部商家および住家は何れも3間程突出倒壊。65、66番地：歩道へ6尺突出して
倒壊。95番地：2戸長屋は道路へ倒壊通行できず。方向は種々。概して北東。倒潰家屋
300戸、半潰家屋300戸甚だしきは94,60,70番地。（北澤）

828 11 2.76 51 9.16 5.75 2

本所区 太平町一丁目 倒潰家屋僅少で大破損及び半潰家屋多し。傾斜方向は概して北。報恩寺は震災を免れ
鐘楼の基礎も無被害。付近１尺沈下詳細不明。（北澤）　倒潰家屋多し、被害著し。（地
調）

1684 35 4.32 55 7.71 5.75 7

本所区 太平町二丁目 倒潰家屋僅少で大破損及び半潰家屋多し。傾斜方向は概して北。付近１尺沈下詳細不
明。（北澤）　倒潰家屋多し、被害著し。（地調）

1541 30 4.04 61 8.15 5.75 16

本所区 千歳町 295 2 1.41 1.41 5.75 1

本所区 徳右衛門町 倒潰家屋多し、被害著し。（地調） 1084 69 13.22 131 25.77 6.25 13

本所区 長岡町 899 3 0.69 5 1.27 5.25 8

本所区 長崎町 149 0.00 0.00 4.75

本所区 中ノ郷瓦町 札幌麥酒会社：鉄筋煉瓦造（焼失したが外壁等高く残存）、煉瓦の脱落、亀裂の著しいも
の無く、基礎も異常なし、煉瓦つみの外塀にも亀裂なし、川岸の石垣にも破損の跡なし、
大破は地盤の震動ではなく主として猛火の熱によると推定。（地調）

306 0.00 0.00 4.75

本所区 中ノ郷竹町 457 6 2.73 9 4.77 5.75 3

本所区 中ノ郷業平町 電車通両側家屋は大傾斜するものあるも倒潰せず。裏側長屋は殆ど倒潰。いずれも
「ローソク」地形。122,133,219番地：第１震と同時に噴水。1尺5寸沈下との風説。業平橋よ
り押上に到る電車通の両側家屋は所々に傾斜した位で道路に倒潰したものは認めず。背
後の町の倒潰家屋は何れも古い。圧死者6名負傷者10名。（北澤）

1725 150 18.06 126 25.65 6.25 18

本所区 中ノ郷八軒町 210 0.00 0.00 4.75

本所区 中ノ郷原庭町 1011 1 0.21 81 8.53 5.25 5

本所区 中ノ郷元町 441 0.00 3 0.71 4.75

本所区 中ノ郷横川町 582 1 0.36 21 4.10 5.25 7

本所区 花町 496 0.00 62 12.98 5.75 ①：Ypと周辺町丁目も考慮

本所区 林町一丁目 倒壊家屋少なく大破損程度、商家の一部は道路中央に突出倒壊、通行困難。圧死焼死
共約300。倒潰家屋多しが道路はふさがず傾斜とも西方。東京市変電所（二､三丁目か場
所不明）被害無し。（北澤）

347 20 11.97 33 21.85 6.25

本所区 林町二丁目 倒潰家屋多しが道路はふさがず傾斜とも西方。（北澤） 1079 41 7.89 70 14.63 5.75

本所区 林町三丁目 倒潰家屋多しが道路はふさがず傾斜とも西方。（北澤） 1345 201 31.04 589 76.52 6.75 6

本所区 番場町 第１震では被害僅少、第2震で多く倒潰。倒潰家屋は何れも道路に6尺位突出。18番地,9
番地で地割れ、一時噴水。（北澤）

864 1 0.24 35 4.45 5.25

本所区 藤代町 0 － － － 2

本所区 松井町一－三丁目 1087 7 1.34 8 2.10 5.75 17

本所区 松倉町一丁目 2階建家屋道路に4尺突出倒潰。（北澤） 415 0.00 0.00 5.75

本所区 松倉町二丁目 7番地：2階建家屋道路に6尺突出倒潰。（北澤） 1076 12 2.32 73 9.36 5.75

本所区 松坂町一丁目 116 13 23.28 18 39.39 5.75

本所区 松坂町二丁目 386 0.00 0.00 5.75

本所区 松代町一丁目 被害著し。（地調） 287 0.00 0.00 5.75 ③：被害著し

本所区 松代町二丁目 被害著し。（地調） 187 0.00 0.00 5.75 ③：被害著し

本所区 松代町三丁目 160 0.00 2 1.30 5.25 ①：Ypを考慮

本所区 三笠町 688 10 3.02 18 5.74 5.75 1

本所区 緑町一丁目 603 13 4.48 4.48 5.75

本所区 緑町二丁目 551 0.00 0.00 5.75 15

本所区 緑町三丁目 777 40 10.69 90 22.72 6.25

本所区 緑町四丁目 第１震と同時に12,3倒壊家屋有り。圧死15名。24番地：付近水と砂が噴出。29番地：赤羽
某の住宅兼作業所木造3階建は被害僅少。（北澤）

685 35 10.61 25 14.40 6.25 12

本所区 緑町五丁目 729 15 4.27 22 7.41 5.75

本所区 南二葉町 906 18 4.13 37 8.37 5.75

本所区 向島請地町 （町名不明、向島）1番：向島堤亀裂最大32m３本。福音教会：（非焼失）教会前路面に亀裂
28m、暖炉用煉瓦煙突（９m)が下から３mで挫折。（地調）/　　秋葉神社近：倒潰最も激甚。
（地調）

1121 363 67.26 185 84.40 6.75 37

本所区 向島押上町 京成電車前大通角瀬戸物商店は道路中央に3間突出倒潰その他（押上町も含む）倒潰家
屋は少なく半潰又は大破損のもの多し。圧死者4名。（北澤）

850 192 46.92 90 57.91 6.75 23

本所区 向島小梅町 倒潰最も激甚。（地調）　三國神社：鳥居上梁欠潰し柱直立（非焼失）。（地調） 1189 206 35.99 180 51.71 6.75 22

本所区 向島須崎町 庚申塚通の両側家屋は第１回の地震で道路を遮断する程度に突出倒潰。倒潰の多くは
平屋。戸数1850戸のうち倒潰は50戸くらい。その他は半潰または大破損。倒潰、傾斜方
向は南北。（北澤）　　倒潰最も激甚し。185番：言問堤亀裂10m内外４本。（地調）

1637 312 39.59 170 50.37 6.75 43

本所区 向島中ノ郷町 773 151 40.57 89 52.53 6.75 27

本所区 元町 325 5 3.20 9 6.07 5.75

本所区 柳島梅森町 前面の川に面する商店は一戸も倒潰せず。只僅かに道路に2尺位突出半潰数棟認める。
道路に長さ約10間の地割れ。（北澤）　被害著し。（地調）

1932 130 13.98 150 22.04 6.25 7

本所区 柳島町 472 40 17.60 55 29.70 6.25

本所区 柳島元町 1406 240 35.45 160 47.27 6.75 28

本所区 柳島横川町 被害著し。（地調） 847 0.00 0.00 5.75 1 ③：被害著し

本所区 柳原一丁目 339 0.00 0.00 5.75 3

本所区 柳原二丁目 873 80 19.03 120 33.31 5.75 8

本所区 柳原三丁目 316 2 1.31 1.31 5.75

本所区 横網町一丁目 両國駅派出所管内：被害僅少只傾斜せし家屋はいちじるしく有り方向は南西。派出所前3
階建木造家屋被害僅少。（北澤）

537 418 161.67 132 187.20 6.25

本所区 横網町二丁目 410 0.00 8 2.03 6.25 3

本所区 横川町 被害著し。（地調） 1169 8 1.42 7 2.04 5.75

本所区 吉岡町 452 0.00 25 5.74 5.25 ①：Ypを考慮

本所区 吉田町 277 4 3.00 5 4.87 5.75

本所区 若宮町 1547 0.00 6 0.40 4.75 26

本所区 龜澤町一丁目 606 23 7.88 65 19.02 5.75

本所区 龜澤町二丁目 614 2 0.68 102 17.93 5.25

④：合計Y=1.7%（F=1491,HT=12)

④：合計Y=5.4%（F=502,HT=13)

④：合計Y=2.3%（F=1154,HT=13)

④：合計Y=11.6%（F=1528,HT=82)

④：合計Y=44.1%（F=947,HT=418)で
震度7（6.75)となるが、被害の記述
と合わないので下方修正
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付表 （つづき） （21/23） 

 
区 町丁目 補助資料による被害記述

（焼跡聴取調書など：北澤）　（被害調査報告書：地調）
世帯
数
F

全潰
棟数
HT

全潰率
％
Y

半潰
棟数
Hp

全潰率
％
Yp

震度
I

非住
家全
棟数

備考
番号は震度評価基準に対応

（F:世帯数　HT:全潰数）

本所区 林町三丁目南堅河岸 11 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

本所区 南堅河岸 5 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

本所区 花町西横川河岸 9 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

本所区 入江町西横川河岸 4 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

本所区 清水西横川河岸 13 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

本所区 柳原町三丁目東横川
河岸

7 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

本所区 柳原町三丁目南堅河 2 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

本所区 水面 430 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

深川区 39850 1896 8.89 1542 12.51 317

深川区 相川町 116 0.00 0.00 4.75

深川区 安宅町 １番地：付近多少傾斜家屋を認めたるも全潰半潰の家屋なし。（北澤） 233 9 7.22 5 9.22 5.75 1

深川区 伊澤町 34 0.00 0.00 4.75

深川区 石島町 51番地：全部平屋で古家土台腐朽多く、殆ど全潰し、死傷者18名（特殊部落）。3番地：付
近に2階家道路に倒潰するもの10棟／262番地：付近道路に反し2棟（2階）倒潰。262番地
裏に倒潰せし家屋なし／210番地：2階建（築後4年）階下垂直に倒潰し付近の家屋かなり
傾斜を認める。（北澤）　　被害著し。（地調）

1461 130 16.63 22 18.04 6.25

深川区 伊勢崎町 102 0.00 0.00 4.75

深川区 一色町 41 0.00 0.00 4.75

深川区 入船町 3,2番地：付近は多くの全潰家屋。入船町一般には被害概して軽微／1番地：前面電車通
にはかなりの傾斜を認める。大抵築3,40年経過。（北澤）　　被害著し。（地調）

267 30 21.00 60 42.00 6.25

深川区 海邊町 被害著し。（地調） 533 18 6.31 8 7.71 5.75

深川区 裏大工町 312 0.00 0.00 4.75

深川区 越中島町 糧秣廠に避難の際、付近倒潰家屋認めざりしも傾斜はかなり認む。2-4番地：糧秣廠構内
で倒潰家屋無く、電車通の教員官舎の被害無し。越中島大通の2階建8戸長屋1棟道路に
倒潰（古い建物）。６番地：2階建2棟道路に向かって倒潰。（北澤）

325 35 20.13 55 35.94 6.25

深川区 扇橋町一丁目 河岸に倒潰家屋ないが材木道路に倒れ通行不能。河に避難。（北澤） 69 37 100.22 100.22 6.75

深川区 扇橋町二丁目 被害著し。（地調） 41 0.00 0.00 6.75

深川区 大島町 海岸大通に１棟平屋（古家）垂直に潰れたもののみ／7番地：付近全潰せる家屋を認め
ず、只壁の破損に止まるのみ。避難の際平家１棟倒潰を認めたり／海岸に１戸道路に平
行に倒潰せり／１番地：付近に倒潰せし家屋ないが、道路に向かい或いはこれと平行に
傾斜するもの多し。（北澤）

395 20 9.46 40 18.93 5.75

深川区 上大島町 3 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

深川区 北仙臺堀町 0 － － －

深川区 木場町 被害著し。（地調） 701 34 9.07 70 18.40 5.75

深川区 清住町 189 0.00 0.00 4.75

深川区 熊井町 144 0.00 0.00 4.75

深川区 黒江町 754 2 0.50 0.50 5.25

深川区 小松町 70 0.00 0.00 4.75

深川区 材木町 12番地：2階建6戸長屋1棟2階建2棟道路の反対に倒潰。（北澤） 35 7 37.38 37.38 6.25 2

深川区 佐賀町一丁目 117 0.00 0.00 4.75

深川区 佐賀町二丁目 被害著し。（地調） 251 0.00 0.00 5.75 ③：被害著し

深川区 猿江裏町 3020 94 5.82 123 9.62 5.75 9

深川区 猿江町 103番地：付近倒潰家屋を認めず／102番地：平屋建6戸長屋2棟道路に倒潰。（北澤）　被
害著し。（地調）

373 3 1.50 19 6.26 5.75 5

深川区 島田町 7番地：付近には多く傾斜の家屋を認める。（北澤） 27 30 207.67 40 346.11 6.25 ⑤により下方修正

深川区 新安宅町 40 0.00 3 7.01 5.25 ①：Ypを考慮

深川区 洲崎町 辨天橋通：曲折8軒のうち6戸建長屋および4番地の3戸道路に倒潰。地割れ3カ所生じ荷
車１輛陥没。辨天境内に地割れ高さ１丈湧水。（北澤）

47 6 23.86 14 51.70 6.25

深川区 洲崎辨天町一、二丁目 一丁目15,16番地：通には道路に倒潰家屋を認めず。二丁目13番地：付近裏側にかなり全
潰家屋を出すも付近小路に於いて倒潰家屋を認めず。一丁目16番地：付近道路に倒潰、
傾斜の家屋認めず。二丁目14,15番地：2階建2棟隅角に1棟道路に倒潰。かなり道路に面
し傾斜が多い、5戸長屋大傾斜、3階建１棟道路に全潰。二丁目9,10,11番地：付近全潰多
い。（北澤）

654 － － 6.25 260 ③：貸座敷全半潰260および被害
の記述を考慮

深川区 大住町 9番地：前面道路2棟倒潰。裏側9戸長屋1棟、7戸長屋1棟平屋2戸長屋（平屋）1棟、何れ
も全潰。何れも古家で23年前根継。（北澤）被害著し。（地調）

105 22 39.16 39.16 6.75

深川区 佃町 2階建4戸長屋裏屋、6戸長屋1棟倒潰。概して古屋。（北澤）　被害著し。（地調） 51 4 14.66 9 31.15 6.25

深川区 鶴歩町 247 22 16.65 40 31.78 6.25

深川区 常磐町一丁目 273 0.00 0.00 4.75

深川区 常磐町二丁目 83 0.00 0.00 4.75

深川区 富岡門前町 3,4番地：裏通は全半潰の家屋多し。12番地：付近小路に家屋倒潰し交通全く杜絶。傾斜
家屋は第2震によりてその度を増大。（北澤）

620 55 16.58 100 31.65 6.25

深川区 富川町 32,31番地通：付近湿地で２階家倒潰。31番地通は片側道路に倒潰し通行不能。7番地：2
階建5戸長屋1棟道路に向かって倒潰。3番地：小路に古き2階家3棟倒潰。13,7番地：家屋
殆ど傾斜し殊に7番地付近の古い平屋多く倒潰。この辺は軟弱地盤で湿地。7番地：2階
屋、平屋殆ど倒潰、通行不能、死傷多し。24,25番地：道路に平行に倒潰3棟。8,5番地：大
通では道路に倒潰多数。（北澤）

1737 123 13.23 18 14.20 6.25 12

深川区 富田町 0 － － －

深川区 富吉町 177 0.00 0.00 4.75

深川区 中島町 280 0.00 0.00 4.75

深川区 仲大工町 213 0.00 0.00 4.75

深川区 西永町 32 16 93.45 14 134.33 6.25 ⑤により下方修正

深川区 西大工町 459 0.00 0.00 4.75

深川区 西平井町 被害著し。（地調） 2305 55 4.46 110 8.92 5.75

深川区 西平野町 被害著し。（地調） 474 0.00 0.00 5.25 ③：被害著し

深川区 西町 33,34番地通：1棟道路に倒潰のみ。32番地：古い2階屋2棟小路に向かって倒潰。39番地：
道路に傾斜するもの多く甚だしきは道路中央迄倒潰（築後6,7年）。（北澤）

981 59 11.24 30 14.10 6.25

深川区 西元町 535 6 2.10 1 2.27 5.75

深川区 西森下町 486 0.00 0.00 4.75

④：合計Y=62.8%（F=110,HT=37)
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付表 （つづき） （22/23） 

 
区 町丁目 補助資料による被害記述

（焼跡聴取調書など：北澤）　（被害調査報告書：地調）
世帯
数
F

全潰
棟数
HT

全潰率
％
Y

半潰
棟数
Hp

全潰率
％
Yp

震度
I

非住
家全
棟数

備考
番号は震度評価基準に対応

（F:世帯数　HT:全潰数）

深川区 西六間堀町 675 29 8.03 12 9.69 5.75

深川区 八名川町 412 5 2.27 2.27 5.75

深川区 蛤町一、二丁目 海岸大通に１棟平屋（古家）垂直に潰れたもののみ。4番地：付近棟潰家屋を認めざりし、
傾斜家屋はかなり多し。一丁目2番：付近に倒潰家屋認めず。（北澤）

597 50 15.65 100 31.31 6.25

深川区 東大工町 紡績会社社宅平屋建5戸、長屋40棟倒潰。付近の家屋傾斜甚だしく、所々に地割れ生じ
る。大工町61番地：付近の煉瓦塀の倒潰により家屋の倒潰を誘致せるものすくながらず。
（北澤）　　被害著し。（地調）

2189 51 4.35 26 5.46 5.75 2

深川区 東平井町 76 20 49.18 35 92.22 6.75

深川区 東平野町 26 0.00 0.00 4.75

深川区 東町 580 12 3.87 14 6.12 5.75 2

深川区 東元町 666 4 1.12 1.12 5.75

深川区 東森下町 1,2番地：概して大傾斜の家屋少なく倒潰家屋認めざりし。52番地：6尺長屋1棟道路に倒
潰し裏口より避難。53,107番地通：6尺長屋1棟道路に向かって倒潰。61番地：4戸建長屋
（2階建で根継）倒潰。裏側に6棟位倒潰し付近に傾斜家屋3棟位認める。33番地：付近に
倒潰家屋を認めざり。（北澤）　被害著し。（地調）

1500 44 5.48 9 6.04 5.75

深川区 東六間堀町 29番地：電車通には倒潰家屋を認めず。29番地：小路に土蔵崩潰し屋上を経て避難。付
近に新築（平屋）2棟倒潰。地震と同時に火災発生、非常に混雑を呈す。28番地：付近概し
て平屋建古屋多く、第１震で殆ど倒潰し、小路通行不能、屋上を経て避難。26番地：平屋
建古屋13棟小路に倒潰。河岸通には2棟道路に倒潰する。11番：小路に傾斜するもの多
い。河岸通では5棟倒潰。1番地：大通に向かい1棟倒潰。（北澤）

447 380 158.89 158.89 6.75 全潰率100%以上となる。被害記述
も相当で、震度７（6.75)と判断

深川区 東扇橋町 9番地：付近平屋8戸長屋１棟道路に倒潰／29番地通：傾斜せる家屋多し。（北澤）　　被
害著し。（地調）

1047 56 10.00 14 11.25 6.25 2

深川区 平久町一、二丁目 平久町通5番地：2階建2戸、長屋2棟道路に倒潰。半潰1棟、概して被害僅少。平久町大
通倒潰家屋無し、多少の傾斜認める。一丁目　5番地：2階家2棟倒潰。二丁目8番地：2階
家垂直に潰れる（竣工間近）。9,8番地通：大傾斜甚だし。（北澤）

114 20 32.79 50 73.78 6.75

深川区 平富町一、二丁目 19番地：2階建5戸長屋6戸何れも道路に倒潰し通行不能。付近４戸長屋１棟道路に倒潰
し通行不能。1番地：石場通、家屋倒潰し交通杜絶。付近傾斜家屋多し。（北澤）　被害著
し。（地調）

258 0.00 0.00 5.75 ③：被害著し

深川区 深川富岡公園地 石灯籠4基全部倒落。（地調） 48 5 19.47 7 33.10 6.25

深川区 福住町 148 0.00 0.00 4.75

深川区 冬木町 被害著し。（地調） 262 0.00 0.00 5.75 ③：被害著し

深川区 古石場町 13番地：付近小路に面し多く倒潰。ために交通杜絶し屋根上を通じて避難（2階屋多し）。
12番地通：2階屋2棟垂直に潰れた、新築2階建4戸長屋3棟小路に向かって倒潰、この辺
は一般に家屋傾斜甚だし。15番地：付近傾斜家屋多く、全潰家屋2戸。2階建4戸長屋１棟
道路に倒潰し、蓬莱橋に至る道路の両側の家屋倒潰交通途絶、傾斜家屋も甚だ多い。
（北澤）　被害著し。（地調）

1460 60 7.68 120 15.36 5.75

深川区 干田町 170番地：4戸建長屋（2階）１棟垂直に潰れ付近家屋道路に面し家屋傾斜。167番地：付近
平屋１棟倒潰。162番地大通の家屋西側道路に倒潰、交通杜絶し、屋上を避難。276、156
番地：両側より道路を挟み家屋倒潰せしものを認めず傾斜せしものかなり多し。東扇橋
通：2階家4棟道路に倒潰。（北澤）　　被害著し。（地調）

1489 58 7.28 83 12.49 5.75 12

深川区 本村町 77番地：付近2階建3棟道路に平行して倒潰。（北澤）　　被害著し。（地調） 1199 55 8.57 21 10.21 5.75 7

深川区 松村町 被害著し 326 0.00 0.00 5.75 ③：被害著し

深川区 萬年町一丁目 8 0.00 0.00 4.75

深川区 萬年町二丁目 241 0.00 0.00 4.75

深川区 南仙臺堀町 2 0.00 0.00 －

深川区 御舟蔵前町 1番地：10戸長屋（2階建）道路に倒潰。1番地：2階建8戸長屋及び2階1戸建3棟道路に倒
潰。15番地：裏側平屋建6,7棟倒潰。48番地：2戸長屋2棟、1戸建2階家１棟道路に倒潰
し、屋上を経て避難、付近は傾斜家屋多し。32番地：付近に6戸長屋１棟（2階建で根継）
前面道路に倒潰。39番地：付近に倒潰なし。（北澤）

672 14 3.89 17 6.26 5.75

深川区 三好町 50 0.00 0.00 4.75

深川区 元加賀町 22,6番地通：平屋建3戸長屋、2階建4戸長屋道路に倒潰。15番地：大通には半潰せし家屋
多しが全潰家屋は認めず。4番地：2階建5戸長屋（新しい）、2戸長屋2棟道路に平行して
倒潰。付近の家屋は殆ど傾斜しないもの無し。4番地：家屋殆ど全滅し、小路はことごとく
通行不能。屋根に登って避難。15番地：多くは道路に平行に倒潰。18,62番地：多くは道路
に向かって倒潰。（北澤）　被害著し。（地調）

847 83 18.31 37 22.40 6.25

深川区 諸町 167 0.00 0.00 4.75

深川区 門前仲町 26通：道路に面し家屋傾斜せしのみ。（北澤） 423 1 0.44 0.44 5.25 1

深川区 門前東仲町 4番地：付近の被害は概して屋根瓦脱落、壁の亀裂位の程度で、大通には家屋の倒潰を
認めず。12番地：付近に全潰6棟。9番地：傾斜家屋多しが倒潰家屋認めず。14番地：家屋
殆ど倒潰し、電車通では3棟道路に倒潰。15番地：裏町通全潰、半潰多し。14,15番地：家
屋は殆ど全半潰。（北澤）

266 35 24.59 60 45.67 6.25

深川区 門前山本町 250 5 3.74 3.74 5.75

深川区 大和町 78 0.00 0.00 4.75

深川区 山本町 51 0.00 0.00 4.75

深川区 吉永町 24 8 62.30 6 85.66 6.25 2 ⑤により下方修正

深川区 霊岸町 被害著し。（地調） 1162 0.00 0.00 5.75 ③：被害著し

深川区 和倉町 被害著し。（地調） 390 0.00 0.00 5.75 ③：被害著し

深川区 牡丹町 1番地：付近殆ど全潰し半潰も少なからず何れも河岸縁及び道路に倒潰或いは傾斜、前
面倉庫倒潰し道路2尺を辛うじて通行し得るのみにして非常に困難を感じた。1番地：地面
道路に倒潰し或いは大傾斜せり、道路幅3尺を余すのみ。付近概して古家多く、根継をな
す家屋多し。（北澤）　　被害著し。（地調）

289 30 19.40 50 35.57 6.25

深川区 數矢町 數矢28：道路に面し家屋傾斜せしのみ。裏通に半潰せしもの4棟。（北澤） 209 33 29.51 65 58.57 6.25

深川区 豐住町 64 20 58.41 35 109.51 6.75

深川区 鹽濱町 付近概して新築家屋多く2階家で階下の潰れたもの多し、全潰3戸（北澤） 4 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

深川区 龜久町 被害著し。（地調） 135 0.00 0.00 5.75 ③：被害著し

深川区 龜住町 320 1 0.58 0.58 5.25

⑦：合計Y=0%(（F=249,HT=0)
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付表 （つづき） （23/23） 

 
区 町丁目 補助資料による被害記述

（焼跡聴取調書など：北澤）　（被害調査報告書：地調）
世帯
数
F

全潰
棟数
HT

全潰率
％
Y

半潰
棟数
Hp

全潰率
％
Yp

震度
I

非住
家全
棟数

備考
番号は震度評価基準に対応

（F:世帯数　HT:全潰数）

深川区 今川町 2 0.00 0.00 4.75

深川区 永堀町 8 0.00 0.00 4.75

深川区 中川町 12 0.00 0.00 4.75

深川区 西永代町 1 0.00 0.00 4.75

深川区 東永堀町 11 0.00 0.00 4.75

深川区 堀川町 3 0.00 0.00 4.75

深川区 松賀町 7 0.00 0.00 4.75

深川区 扇町 19 0.00 0.00 4.75

深川区 久永町 13 0.00 0.00 4.75

深川区 茂森町 14 0.00 0.00 4.75

深川区 島崎町 16 0.00 0.00 4.75

深川区 芝翫河岸 0 － － － ⑨：判定不能

深川区 油堀河岸 0 － － － ⑨：判定不能

深川区 辨天前河岸 0 － － － ⑨：判定不能

深川区 數矢河岸 5 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

深川区 松村河岸 0 － － － ⑨：判定不能

深川区 西亥ノ堀河岸 16 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

深川区 南五間堀河岸 2 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

深川区 濱邊河岸 49 0.00 0.00 4.75

深川区 清住河岸 7 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

深川区 門前河岸 92 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

深川区 東六間堀河岸 34 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

深川区 西六間堀河岸 51 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

深川区 加賀河岸 0 － － － ⑨：判定不能

深川区 巽河岸 29 0.00 0.00 4.75

深川区 黒江河岸 0 － － － ⑨：判定不能

深川区 佐賀町河岸 0 － － － ⑨：判定不能

深川区 福住河岸 0 － － － ⑨：判定不能

深川区 小名木河岸 4 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

深川区 萬年河岸 0 － － － ⑨：判定不能

深川区 東亥ノ堀河岸 16 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

深川区 一色河岸 0 － － － ⑨：判定不能

深川区 東門前河岸 0 － － － ⑨：判定不能

深川区 大島河岸 0 － － － ⑨：判定不能

深川区 中木場河岸 1 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

深川区 大和河岸 1 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

深川区 安宅河岸 0 － － － ⑨：判定不能

深川区 永代河岸 1 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

深川区 西？場河岸 0 － － － ⑨：判定不能

深川区 富川町河岸 0 － － － ⑨：判定不能

深川区 水面 853 0.00 0.00 － ⑨：判定不能

⑦：合計Y=0%(F=44,HT=0)

⑦：合計Y=0%(F=62,HT=0)

 
 


